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本
稿
で
は
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
少
数
の
女
性
官
吏
の
例
で
あ
る
、
逓
信
省
の
郵
便
貯
金
関
係
部

局
の
女
性
事
務
職
に
つ
い
て
、
採
用
に
至
る
経
緯
や
制
度
的
前
提
、
労
働
の
あ
り
方
や
昇
進
・
昇
給

の
状
況
、
勤
続
年
数
な
ど
を
、
女
性
の
雇
員
採
用
が
始
ま
る
一
九
〇
〇
年
か
ら
、
女
性
が
は
じ
め
て

判
任
官
に
任
用
さ
れ
る
一
九
〇
六
年
を
経
て
、
お
お
よ
そ
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
を
対
象
と
し
て

明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
採
用
さ
れ
、
後
年
そ
の
す
ぐ
れ
た
珠
算
技
能
に
よ
っ
て
著
名

と
な
る
三
木
（
清
水
）
を
美
喜
と
い
う
人
物
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

後
の
状
況
を
展
望
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
日
露
戦
後
の
貯
金
部
局
に
お
け
る
女
性
雇
員
採
用
は
、
日
露
戦
後
の
行
政
整
理
基
調

の
な
か
で
、
低
賃
金
の
事
務
職
員
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
判
任
官
任
用
に
際

し
て
は
、
民
間
で
の
女
性
事
務
職
需
要
の
増
大
を
背
景
と
し
、
民
間
に
劣
る
給
与
額
に
か
え
て
、
官

吏
登
用
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
雇
用
側
は
長
期
勤
続
を
望
ん
で
い
た
が
、
勤
続
年
数
は
お
よ
そ
一
〇 

年
を
超
え
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
同
時
代
史
料
に
お
い
て
は
結
婚
の
た
め
で
あ
る

と
さ
れ
る
が
、
男
性
雇
員
・
判
任
官
の
勤
続
年
数
も
同
程
度
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
当
時
の
事
務
職
労

働
市
場
は
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
結
婚
を
理
由
と
し
て
こ
と
さ
ら
に
取
り
上
げ
る
言
説
そ

の
も
の
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
昇
給
・
昇
進
の
ス
ピ
ー
ド
は
男
性
よ
り
遅
く
、
競
争
も
熾
烈
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

潜
り
抜
け
た
長
期
勤
続
者
の
一
例
で
あ
る
三
木
を
美
喜
は
、
お
な
じ
職
場
の
男
性
判
任
官
と
結
婚

し
、
出
産
を
経
て
も
勤
務
を
続
け
た
。
こ
の
際
、
家
事
・
育
児
を
担
当
し
た
の
は
夫
の
母
で
あ
っ

た
。
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
三
世
代
同
居
の
共
稼
ぎ
と
い
う
家
族
類
型
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
ゆ
く
か
は
、
今
後
の
研
究
上
の
論
点
た
り
得
よ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
逓
信
省
、
郵
便
貯
金
、
特
別
任
用
、
女
性
事
務
職
、
珠
算

逓
信
省
に
お
け
る
女
性
の
雇
員
と
判
任
官

松
沢
裕
作

Fem
ale E

m
ployees and O

fficials of the M
inistry of Post and Telecom

m
unications in Japan : T

he Cases of the Savings D
epartm

ent from
 1900 to 1918

M
A

T
SU

Z
A

W
A

 Y
usaku

は
じ
め
に

❶
女
性
雇
員
の
採
用

❷
女
性
の
判
任
官
任
用

❸
労
働
環
境
・
勤
続
年
数
・
昇
給

❹
長
期
勤
続
者
の
一
例

む
す
び

貯
金
部
局
を
中
心
に
　
一
九
〇
〇
年
～
一
九
一
八
年



298

国立歴史民俗博物館研究報告
第 235集　2022年 9月

は
じ
め
に

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
七
月
二
四
日
、
逓
信
省
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
に
勤

務
す
る
女
性
の
雇
員
一
七
名
（
う
ち
本
所
一
三
名
、
大
阪
支
所
二
名
、
下
関
支
所
二

名
）
に
、
判
任
官
（
通
信
手
）
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
た

（
（
（

。
女
性
の
判
任
官
は
、
女

子
師
範
学
校
や
宮
内
省
な
ど
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
が
、
一
般
行
政
事
務
部
門

に
お
け
る
女
性
の
判
任
官
任
用
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
に
は
、
そ
の
前
年
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年

の
段
階
で
五
〇
〇
人
を
超
え
る
女
性
雇
員
が
勤
務
し
て
い
た
。
一
九
〇
六
年
の
措
置

は
、
こ
の
雇
員
た
ち
に
判
任
官
に
昇
進
す
る
道
を
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

形
式
的
な
点
か
ら
い
え
ば
、
判
任
官
と
雇
員
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
違
い
が
存
在

す
る

（
（
（

。
雇
員
と
そ
れ
を
雇
用
す
る
官
庁
と
の
関
係
が
、
民
法
上
の
雇
用
契
約
に
と

ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
判
任
官
は
「
官
吏
」
に
属
し
、
雇
用
者
た
る
国
家
と
公
法
上

の
関
係
に
あ
り
、
法
令
に
基
づ
き
任
免
さ
れ
、「
其
ノ
労
務
ハ
単
純
ナ
ル
経
済
上
ノ

給
付
ニ
止
マ
ラ
ズ
シ
テ
、
国
家
ニ
忠
実
ナ
ル
ベ
キ
倫
理
的
ノ
義
務
ヲ
包
含
」
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
た

（
（
（

。

　

官
吏
は
、
勅
任
官
、
奏
任
官
、
判
任
官
の
三
階
層
に
分
か
れ
る
。
勅
任
官
は
天
皇

が
任
免
す
る
も
の
、
奏
任
官
は
大
臣
・
知
事
な
ど
が
天
皇
の
奏
聞
を
経
て
任
免
す
る

も
の
、
判
任
官
は
大
臣
・
知
事
な
ど
が
任
免
す
る
も
の
で
あ
る

（
（
（

。
そ
し
て
、
官
吏

は
文
官
任
用
令
に
も
と
づ
き
、
奏
任
官
は
高
等
文
官
試
験
、
判
任
官
は
普
通
文
官
試

験
と
い
う
資
格
試
験
の
合
格
者
の
中
か
ら
任
用
（
資
格
任
用
）
さ
れ
る
の
が
原
則
で

あ
る
。
文
官
試
験
規
則
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
）
は
、
高
等
文
官
試
験
・
普

通
文
官
試
験
と
も
に
、
受
験
資
格
を
「
年
齢
満
二
十
年
以
上
ノ
男
子
」
に
限
定
し
て

い
た

（
（
（

。
す
な
わ
ち
、
資
格
任
用
の
道
は
女
性
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
（
（

。

　

女
性
が
官
吏
に
な
る
た
め
に
は
、
文
官
任
用
令
（
明
治
三
二
年
勅
令
第
六
一
号
）

第
六
条
に
も
と
づ
き
、
五
年
以
上
雇
員
と
し
て
同
一
官
庁
に
勤
務
し
た
上
で
文
官
普

通
試
験
委
員
の
銓
衡
を
経
る
か
、
個
別
の
法
令
に
よ
っ
て
、
資
格
を
持
た
な
い
も
の

の
な
か
か
ら
任
用
す
る
こ
と
（
特
別
任
用
）
が
可
能
と
さ
れ
た
職
に
就
く
場
合
に
限

ら
れ
る

（
（
（

。
逓
信
省
の
「
通
信
手
」
は
特
別
任
用
の
職
で
あ
り
、
文
官
試
験
を
受
験

で
き
な
い
女
性
も
任
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
通
り
、
法
令
上
は
女
性
の
判
任
官
任
用
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な

ぜ
、
一
九
〇
六
年
と
い
う
時
点
で
、
逓
信
省
の
貯
金
部
局
で
、
女
性
を
官
吏
に
任
用

す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
は
残
る
。
本
稿
は
、
こ
の
一
九
〇
六

年
の
女
性
の
判
任
官
任
用
に
焦
点
を
置
き
な
が
ら
、
逓
信
省
の
貯
金
部
局
に
お
け
る

女
性
事
務
職
員
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
本
稿
の
課
題
か
ら
重
要
な
先
行
研
究
と
な
る
の
は
、
お
な
じ
く

逓
信
省
の
女
性
職
員
で
あ
る
電
話
交
換
手
を
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
比
較
研
究
と
し
て

分
析
し
た
石
井
香
江
の
業
績
で
あ
る

（
（
（

。
石
井
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
双
方
に
お
い

て
、
電
話
交
換
と
い
う
技
術
が「
女
性
に
向
い
て
い
る
」と
い
う
言
説
を
通
じ
て「
女

性
の
職
業
」
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
、
電
信
は
男
性
、
電
話
は
女
性
と
い
う

「
性
別
職
務
分
離
」
が
定
着
し
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
一
方
、
本
稿
で
主
題
と

す
る
逓
信
省
貯
金
部
局
の
雇
員
・
判
任
官
の
主
要
な
業
務
は
そ
ろ
ば
ん
を
使
用
し
た

計
算
で
あ
る
が
、
そ
の
技
能
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
は
電
話
交
換
手
に
比
し
て
固
定
的
で

は
な
い

（
（
（

。

　

そ
し
て
、
逓
信
省
に
お
い
て
、
女
性
の
雇
員
を
最
初
に
判
任
官
に
登
用
し
た
の

は
、
電
話
交
換
手
で
は
な
く
、
貯
金
系
統
の
事
務
職
員
で
あ
る
。
石
井
は
「
郵
便
局

の
事
務
員
と
し
て
女
性
を
導
入
す
る
の
は
、
電
信
・
電
話
交
換
業
務
に
女
性
が
導
入

さ
れ
、
そ
の
効
用
が
証
明
さ
れ
た
後

（
（1
（

」
と
述
べ
る
が
、
先
行
し
て
相
当
数
の
女
性

電
話
交
換
手
を
抱
え
る
電
話
部
門
で
は
な
く
、
貯
金
部
門
で
先
行
し
て
女
性
が
判
任

官
に
任
用
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
石
井
の
主
張
の
核
に
は
、
電
話
交
換
と
い

う
「
技
術
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
に
よ
っ
て
、
電
話
交
換
手
が
女
性
の
仕
事
と
な
る
性

別
職
務
分
離
を
説
明
す
る
と
い
う
論
理
が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
事
務
職

で
あ
る
貯
金
部
局
へ
の
女
性
採
用
や
判
任
官
任
用
は
、
同
一
の
「
効
用
」
で
は
説
明
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で
き
な
い
。
石
井
の
問
い
を
変
形
す
る
な
ら
ば
、「
な
ぜ
電
話
交
換
手
は
女
の
仕
事

に
な
っ
た
の
に
、
女
性
で
最
初
に
判
任
官
に
登
用
さ
れ
た
の
は
電
話
交
換
手
で
は
な

い
の
か
」
を
問
う
こ
と
が
本
稿
に
残
さ
れ
た
課
題
と
な
る
。

　

労
働
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
上
記
の
課
題
が
持
つ
意

味
を
よ
り
一
般
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。資
格
任
用
が
原
則
で
あ
り
、

か
つ
そ
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
男
性
に
限
定
さ
れ
て
い
た
官
吏
の
世
界
に
女
性
が
参

入
す
る
こ
と
は
、形
式
的
に
は
女
性
が
男
性
と
同
一
の
職
に
就
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
女
性
の
判
任
官
た
ち
を
、
同
一
職
の
男
性
職
員
と
対
照
す
る
こ
と
を

通
じ
、
官
庁
事
務
職
の
あ
り
方
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
角
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
。
あ
ら
か
じ
め
分
析
の
結
果
を
示
し
て
お
け
ば
、
本
稿
は
、「
男
性
が
判
任

官
に
な
る
こ
と
」
と
「
女
性
が
判
任
官
に
な
る
こ
と
」
の
比
較
に
よ
っ
て
、
事
務
職

労
働
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
非
対
称
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
職

業
婦
人
」
の
一
種
に
数
え
ら
れ
る
二
〇
世
紀
前
半
日
本
の
女
性
事
務
労
働
者
の
位
置

づ
け
を
考
え
る
う
え
で
い
さ
さ
か
の
実
例
提
供
と
な
ろ
う

（
（1
（

。

　

そ
う
し
た
課
題
を
追
求
す
る
う
え
で
は
、
男
性
を
含
め
た
判
任
官
・
雇
員
一
般
の

雇
用
と
労
働
の
あ
り
方
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
前
日
本
の
官
僚
制

研
究
で
は
、
政
党
と
非
選
出
勢
力
と
の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
、
主
と
し
て
勅
任
・

奏
任
の
官
吏
た
ち
の
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が

（
（1
（

、
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
、

判
任
官
や
雇
員
に
つ
い
て
の
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

　

判
任
官
に
つ
い
て
は
、
池
田
雅
則
が
、
試
験
以
外
に
実
務
経
験
を
評
価
す
る
多
様

な
採
用
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
、
量
的
に
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
判
任
官
数
の
増
大
が
、
文
部
省
、
農
商
務
省
、
逓
信
省
お
よ
び
鉄
道
部
門
や

植
民
地
に
集
中
す
る
こ
と
、
ま
た
各
省
内
で
も
判
任
官
数
が
集
中
す
る
部
局
が
存
在

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
社
会
の
産
業
化
を
直
接
担
う
部
門
」
で
の
判
任
官
数

拡
大
を
指
摘
し
て
い
る

（
（1
（

。
本
稿
で
あ
つ
か
う
逓
信
省
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
う

し
た
比
較
的
下
位
の
技
術
・
事
務
職
の
拡
大
傾
向
の
文
脈
の
な
か
に
女
性
の
判
任
官

任
用
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
が
論
点
と
な
る
。
ま
た
、
雇
員
に
つ
い
て
は
、

石
井
滋
が
明
治
前
期
に
お
け
る
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
雇
員
と
い
う
職
種
は
官

吏
の
増
加
抑
制
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
官
吏

数
の
抑
制
と
女
性
雇
員
・
判
任
官
の
存
在
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
論

点
が
生
じ
よ
う

（
（1
（

。

　

ま
た
、
男
性
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
市
場
と
い
う
観
点
か
ら
官
営
八
幡
製
鉄
所

の
判
任
官
の
履
歴
を
分
析
し
た
菅
山
真
次
の
研
究

（
（1
（

と
、
同
様
の
観
点
か
ら
東
京
市

の
職
員
の
動
向
を
分
析
し
た
加
藤
智
康
の
研
究

（
（1
（

は
、
当
時
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労

働
者
が
頻
繁
な
移
動
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
官
吏
や
市
職
員
も
、
そ
う
し
た
流
動
的

な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
市
場
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
加
藤

の
研
究
は
、
明
治
中
後
期
の
東
京
府
吏
員
の
待
遇
は
物
価
上
昇
率
に
比
し
て
俸
給
の

上
昇
率
が
低
く
、
ま
た
「
老
朽
淘
汰
」
と
い
う
名
目
で
の
馘
首
も
頻
繁
で
あ
っ
た
た

め
、
定
着
率
が
低
か
っ
た
こ
と
、
民
間
企
業
職
員
へ
の
流
出
が
起
き
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
加
藤
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
腰
に
弁
当
を
下
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
腰
弁
」
と
呼
ば
れ
た
下
級
官
吏
の
生
活
困
難
は
、
同
時
代
か
ら
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
判
任
官
の
生
活
水
準
の
相
対
的
低
下
が

お
き
て
い
た
こ
と
は
、
千
本
暁
子
も
指
摘
し
て
い
る
。
千
本
は
性
別
役
割
分
業
を
論

じ
る
文
脈
の
な
か
で
こ
の
現
象
を
位
置
づ
け
「
官
吏
は
、
工
場
労
働
者
の
よ
う
に
妻

や
他
の
家
族
の
収
入
を
期
待
で
き
ず
、
俸
給
だ
け
に
依
存
し
た
生
活
を
営
ま
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
た
め
、
俸
給
水
準
の
低
下
は
生
活
水
準
の
低
下
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
つ
な

が
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
（1
（

。
女
性
の
雇
員
・
判
任
官
任
用
を
位
置
づ
け
る
に
あ

た
っ
て
は
、
彼
女
た
ち
が
参
入
し
た
の
は
こ
う
し
た
流
動
的
な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労

働
市
場
で
あ
り
、
か
つ
男
性
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
に
と
っ
て
、
下
級
官
公
吏
は

民
間
企
業
に
比
し
て
魅
力
的
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
判
任
官
へ
の
任
用
は
、
男
性
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
も
、
安

定
的
な
将
来
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
以
下
の
構
成
を
と
る
。
第
一
に
、
逓
信
省
貯
金
部
局
の

女
性
雇
員
採
用
は
い
か
な
る
状
況
の
も
と
で
は
じ
ま
っ
た
か
を
論
じ
る
。
第
二
に
、
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一
九
〇
六
年
の
一
七
名
の
判
任
官
任
用
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
実
行
さ
れ
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
一
九
〇
六
年
以
降
、
判
任
官
に
任
用
さ
れ
た
女
性
た
ち

の
勤
続
年
数
や
労
働
環
境
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
男
性
判
任
官

に
比
し
て
い
か
な
る
特
徴
を
示
す
か
を
分
析
す
る
。
そ
の
分
析
対
象
時
期
は
、
さ
し

あ
た
り
、労
働
市
場
の
大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
第
一
次
大
戦
期
の
一
九
一
八（
大

正
七
）
年
ま
で
と
す
る
。
第
四
に
、
そ
の
後
の
展
望
に
か
え
て
、
当
該
期
に
採
用
さ

れ
、
昭
和
初
期
ま
で
勤
続
し
た
一
人
の
人
物
の
個
人
史
を
紹
介
す
る
。

❶
女
性
雇
員
の
採
用

　

逓
信
省
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
が
雇
員
に
女
性
を
採
用
し
た
の
は
、
一
九
〇
〇

（
明
治
三
三
）
年
か
ら
で
あ
る
。
郵
便
貯
金
事
業
の
開
始
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）

年
に
遡
る
。
担
当
官
庁
は
内
務
省
、
農
商
務
省
を
へ
て
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）

年
逓
信
省
創
設
と
と
も
に
同
省
駅
逓
局
の
所
管
と
な
り
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）

年
逓
信
省
為
替
貯
金
局
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
郵
便
為
替
貯
金
管
理
局
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
と
改
称
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
郵
便
貯
金
局
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
為
替
貯

金
局
と
な
る

（
（1
（

。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
場
合
は
「
貯
金
部
局
」
と
称
す
る

こ
と
と
す
る
。

　

郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
に
は
判
任
の
書
記
・
書
記
補
が
お
か
れ
て
い
た
。
同
所
設

置
以
来
の
定
員
の
変
化
を
示
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
り
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）

年
ま
で
は
定
員
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
八
月
二
日
勅
令
第
二
七
六
号
に
よ
っ
て
、

通
信
書
記
・
書
記
補
は
、
郵
便
局
、
電
信
局
、
郵
便
貯
金
為
替
管
理
所
、
電
話
交

換
局
な
ど
で
一
括
し
て
定
員
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
一
二
月
四
日
の
「
通
信
官
署
官
制
」
改
正
（
同
年
勅
令
第
二
四
七
号
）
に

よ
っ
て
、
郵
便
貯
金
為
替
管
理
所
は
官
制
上
も
郵
便
局
、
電
信
局
、
電
話
局
等
と
並

ぶ
「
通
信
官
署
」
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
と
同
時
に
、
通
信
書
記
は
「
通

信
属
」、
通
信
書
記
補
は「
通
信
手
」と
改
称
さ
れ
て
い
る（
同
年
勅
令
第
二
五
一
号
）。

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
七
月
二
四
日
の
「
郵
便
貯
金
局
官
制
」
に
よ
り
貯
金
部

局
は
ふ
た
た
び
通
信
官
署
か
ら
分
離
さ
れ
、
郵
便
貯
金
局
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ま
で
は
貯
金
部
局
独
自
の
定
員
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
女
性
の
雇
員
採
用
が
お
こ

な
わ
れ
る
一
九
〇
〇
年
は
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。

　

そ
こ
で
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
か
ら
、
女
性
の
判
任
官
登
用
が
始
ま
る

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
ま
で
の
、
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
勤
務
の
通
信
書
記

（
通
信
属
）、
通
信
書
記
補
（
通
信
手
）
の
実
数
と
、
雇
員
の
実
数
を
表
2
に
示
し
た
。

こ
の
表
か
ら
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
を
底
に
判
任
官
数
が
減
少
し
て
ゆ
く
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
一
九
〇
三
年
度
末
人
員
は
前
年
度
末
に
比
し
て
一
六
六
名
の
減

員
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
年
度
に
第
一
次
桂
内
閣
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
行
政
整
理

の
結
果
で
あ
る
が

（
（1
（

、
こ
の
判
任
官
の
減
少
と
反
比
例
し
て
、
一
貫
し
て
雇
員
が
増

加
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
行
政
整
理
基
調
の
な
か
で
定
員
が
抑
え
ら
れ
、
判

表1　郵便為替貯金管理所書記・書記補定員
（1891 年～ 1897 年）

官制公布年月日 人数

1891（明治 24）年 7 月 24 日 587

1895（明治 28）年 3 月 27 日 569

1896（明治 29）年 3 月 29 日 594

1897（明治 30）年 3 月 31 日 621

出典：明治 24 年 7 月 24 日勅令第 148 号，明治 28 年 3
月 27 日勅令第 23 号，明治 29 年 3 月 29 日勅令
第 78 号，明治 30 年 3 月 31 日勅令第 67 号
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表２　郵便為替貯金管理所書記・書記補（通信属・通信手）実数・雇員実数

書記・書記補
雇員

男性雇員 女性雇員 雇員計

1897（明治 30）年 595 110 （100.0％） 0 （0.0％） 110

1898（明治 31）年 567 182 （100.0％） 0 （0.0％） 182

1899（明治 32）年 550 222 （100.0％） 0 （0.0％） 222

1900（明治 33）年 458 230 （82.7％） 48 （17.3％） 278

1901（明治 34）年 440 254 （72.3％） 95 （27.2％） 349

1902（明治 35）年 422 185 （50.8％） 179 （49.2％） 364

1903（明治 36）年 256 310 （58.1％） 224 （41.9％） 534

通信属・通信手

1904（明治 37）年 286 408 （52.8％） 365 （47.2%） 773

1905（明治 38）年 516 533 （50.5％） 523 （49.5%） 1056

出典：『逓信省第 20 年報』（1907 年）

任
官
が
減
少
し
て
ゆ
く
一
方
、
雇
員
の
増
加
に
よ
っ
て
業
務
を
補
填
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
女
性
の
雇
員
採
用
は
、
こ
う
し
た
判
任
官
の
減
少

と
雇
員
の
増
加
の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

女
性
の
雇
員
採
用
は
、
男
性
と
は
別
の
規
程
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
七
月
二
五
日
の
逓
信
省
公
達
第
三
八
六
号
、
女
子
雇
員

採
用
規
程

（
（2
（

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
貯
金
部
局
に
か
ぎ
ら
な
い
全
省
を
通
じ
て

の
女
子
雇
員
採
用
規
程
で
あ
る
。

第
一
条　

郵
便
及
電
信
局
長
、
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
長
ハ
、
其
局
所
業
務

ノ
状
況
ニ
依
リ
雇
員
ト
シ
テ
女
子
ヲ
採
用
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
ト
認

ム
ル
ト
キ
ハ
、
其
事
情
ヲ
具
シ
、
一
、二
等
局
長
ハ
大
臣
ニ
、
三
等

局
長
ハ
管
轄
一
等
局
長
ニ
上
申
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
二
条　

女
子
雇
員
ニ
採
用
ス
ヘ
キ
者
ハ
左
ノ
各
号
ニ
適
合
シ
、
第
七
条
ノ

試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
者
ニ
限
ル

但
シ
三
等
局
ニ
於
ケ
ル
採
用
方
ハ
別
ニ
管
轄
一
等
局
長
ノ
定
ム

ル
手
続
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
ス　

　

一　

年
齢
満
十
三
年
以
上
ニ
シ
テ
家
事
ノ
繋
累
ナ
キ
者

　

二　

身
体
強
壮
ニ
シ
テ
言
語
明
晰
視
力
聴
力
完
全
ナ
ル
者

　

三　

身
元
確
実
ニ
シ
テ
品
行
方
正
ナ
ル
者

高
等
女
学
校
若
ハ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
校
ニ
二
年
以
上
在
学
シ
タ
ル
者
又

ハ
高
等
小
学
校
ノ
卒
業
証
書
ヲ
有
ス
ル
者
又
ハ
逓
信
部
内
ニ
於
テ
現
ニ
雇

員
タ
ル
者
若
ハ
雇
員
タ
リ
シ
者
ハ
第
七
条
ノ
試
験
ヲ
省
略
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
　

…
…
（
中
略
）
…
…

第
七
条　

女
子
雇
員
ノ
採
用
試
験
ハ
当
該
局
所
長
相
当
ノ
試
験
委
員
ヲ
シ
テ
、

左
ノ
科
目
及
程
度
ニ
依
リ
之
ヲ
行
ハ
シ
ム
ヘ
シ

　
　

科
目　
　
　

程
度　

　
　

読
書　
　
　

郵
便
、
電
信
、
郵
便
為
替
貯
金
ニ
関
ス
ル
法
規
類

　
　

作
文　
　
　

尺
牘
文
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筆
蹟　
　
　

楷
書
行
書

　
　

算
術　
　
　

加
減
乗
除

第
八
条　

身
元
保
証
人
ト
ナ
ス
ヘ
キ
者
ハ
成
年
以
上
ノ
男
子
ニ
シ
テ
土
地
若

ハ
家
屋
ヲ
所
有
シ
其
地
ニ
在
住
ス
ル
者
又
ハ
当
該
局
所
長
ニ
於
テ

身
元
確
実
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
第
五
条
第
一
号
乃
至

第
四
号
ニ
触
レ
サ
ル
者
ニ
限
ル

　

最
低
年
齢
は
十
三
歳
と
さ
れ
、
読
み
書
き
、
計
算
能
力
を
問
う
試
験
が
存
在
す
る
。

試
験
を
実
施
し
、
採
用
を
決
め
る
の
は
、
各
郵
便
・
電
信
局
長
と
郵
便
為
替
貯
金
管

理
所
長
で
あ
る
。
高
等
小
学
校
卒
業
な
い
し
高
等
女
学
校
二
年
以
上
在
籍
者
、
お
よ

び
す
で
に
雇
員
で
あ
る
か
、
そ
の
経
験
を
有
す
る
も
の
は
試
験
が
免
除
さ
れ
る
。
こ

の
規
定
か
ら
は
、
採
用
規
程
制
定
以
前
に
、
各
郵
便
局
等
で
は
女
性
雇
員
が
雇
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
成
人
男
性
で
、
土
地
家
屋
の
所
有
ま
た
は

「
身
元
確
実
」
な
身
元
保
証
人
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
第
一
条
の
「
家
事
ノ
繋
累
ナ
キ
者
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
曖

昧
な
文
言
だ
が
、
雇
員
と
し
て
の
業
務
が
家
事
労
働
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
こ
と
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
家
族
の

反
対
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
八
月
一
六
日
に
、
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
に
お
い
て
「
女

子
雇
員
採
用
規
程
施
行
手
続
」「
女
子
雇
員
取
締
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　
「
施
行
手
続

（
（2
（

」
に
は
、
試
験
の
合
格
点
数
基
準
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
給
は

一
五
銭
か
ら
三
五
銭
で
、
特
に
功
績
あ
る
者
に
は
四
五
銭
ま
で
支
給
さ
れ
る
と
い
う

給
与
の
基
準
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
取
締
規
程

（
（2
（

」
は
服
務
管
理
の
規
定
で

あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
条　

女
子
雇
員
ハ
他
ノ
所
員
ト
接
近
セ
サ
ル
場
所
ニ
於
テ
執
務
セ
シ
メ
、

一
名
ノ
監
督
者
ヲ
置
キ
諸
般
ノ
取
締
ヲ
為
サ
シ
ム
ヘ
シ

第
二
条　

女
子
雇
員
ハ
在
庁
中
成
ル
ヘ
ク
洋
服
又
ハ
袴
ヲ
着
用
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
三
条　

女
子
雇
員
ト
他
ノ
所
員
ト
ハ
互
ニ
其
執
務
ノ
場
所
ニ
出
入
ス
ル
コ

ト
ヲ
禁
ス
ヘ
シ

第
四
条　

女
子
雇
員
ノ
昇
降
口
ハ
特
ニ
之
ヲ
設
ケ
所
員
ノ
之
ヲ
使
用
ス
ル
コ

ト
ヲ
禁
ス
ヘ
シ
、
但
別
ニ
女
子
雇
員
ニ
対
シ
他
ノ
所
員
ト
異
リ
タ
ル
昇
庁

及
ヒ
退
庁
ノ
時
限
ヲ
設
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
五
条　

在
庁
中
女
子
雇
員
ト
他
ノ
所
員
若
ク
ハ
来
訪
者
ト
面
接
談
話
ス
ル

コ
ト
ヲ
禁
ス
ヘ
シ
、
但
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
監
督
者
ヲ

シ
テ
通
話
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
条　

女
子
雇
員
ノ
便
所
ハ
特
ニ
之
ヲ
設
ケ
他
ノ
所
員
ノ
之
ヲ
使
用
ス
ル

コ
ト
ヲ
禁
ス
ヘ
シ

　
「
洋
服
」
か
「
袴
」
の
着
用
と
い
う
服
装
に
関
す
る
規
定
と
も
に
、
第
一
条
、
第

三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
で
、「
他
ノ
所
員
」
す
な
わ
ち
男
性
職
員
と
の
空
間
的
な

隔
離
、
接
触
の
制
限
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
職
場
は
隔
離
さ
れ
、「
監
督
者
」

の
み
が
女
性
雇
員
と
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
石
井
香
江
が
検
討
し
た
電
話

交
換
手
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、「
便
所
」
を
特
に
指
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
に
は
女
性
用
便
所
は
そ
れ
ま
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
男
性
雇
員
の
場
合
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
四
月
一
八
日
の
、
男
性
を
対
象
と
し
た
「
雇
員
採
用
規

程
（
（2
（

」　

で
は
、
雇
員
の
資
格
は
、「
年
齢
満
十
五
年
以
上
ノ
男
子
ナ
ル
コ
ト
」「
身
体

強
壮
ニ
シ
テ
視
力
及
ヒ
聴
力
ノ
完
全
ナ
ル
コ
ト
」「
身
元
確
実
ニ
シ
テ
品
行
方
正
ナ

ル
コ
ト
」
の
三
つ
を
備
え
、
試
験
に
合
格
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
女
性
雇
員
と

の
相
違
は
、
年
齢
の
下
限
が
男
性
の
場
合
十
五
歳
で
、
女
子
よ
り
二
歳
高
く
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、「
家
事
ニ
繋
累
」
が
な
い
と
い
う
条
件
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
試
験
科
目
は
「
読
書
」「
作
文
」「
算
術
」「
筆
跡
」
の
四
種
で
、
こ
れ

自
体
は
女
性
と
変
わ
ら
な
い
が
、「
算
術
」
の
程
度
が
「
筆
算
及
ヒ
珠
算
（
加
減
乗

除
）」
と
さ
れ
て
お
り
、の
ち
に
貯
金
局
女
性
事
務
職
員
の
代
表
的
業
務
と
な
る
「
珠

算
」
は
こ
の
時
点
で
は
男
性
に
し
か
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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男
女
別
の
雇
員
採
用
規
程
は
、一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
一
月
二
七
日
の
「
通

信
官
署
雇
員
規
程

（
（2
（

」
に
よ
っ
て
、
男
女
を
通
じ
た
逓
信
官
署
全
体
の
規
則
に
一
本

化
さ
れ
る
。
通
信
官
署
の
雇
員
は
、「
通
信
事
務
員
」「
通
信
工
手
」「
電
話
交
換
主

事
補
」「
電
話
交
換
手
」「
電
話
交
換
手
見
習
」「
船
長
」「
機
関
長
」
の
七
種
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　

貯
金
部
局
の
雇
員
は
「
通
信
事
務
員
」
で
あ
る
が
、
男
性
は
満
十
五
歳
以
上
、
女

性
は
満
十
三
歳
以
上
で
、
年
齢
に
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
以
前
と
変
わ
ら
な

い
。
そ
し
て
、
男
性
の
場
合
は
高
等
小
学
校
卒
業
、
女
性
の
場
合
は
尋
常
小
学
校
卒

業
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
力
と
定
め
ら
れ
、「
同
程
度
」
の
規
定
が
あ
る
と
は

い
え
、
学
歴
が
基
準
と
な
り
、
こ
こ
で
も
男
女
の
差
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
女
子

ニ
在
リ
テ
ハ
前
各
号
ノ
外
家
事
ニ
繫
累
ア
ル
者
」
は
採
用
さ
れ
な
い
と
い
う
点
も
同

様
で
あ
る
。
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
「
通
信
事
務
員
ハ
通
信
ニ
関
ス
ル
諸
般
ノ
事
務

　

但
女
子
通
信
事
務
員
ノ
従
事
ス
ル
職
務
ハ
軽
易
ナ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
」
と
、
女
性
の

職
務
は
「
軽
易
」
な
も
の
に
限
定
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
は
曖
昧

で
あ
り
、
実
際
に
は
か
な
り
厳
し
い
労
働
条
件
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
後
に
見
る
。

　

給
与
の
格
差
も
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。「
通
信
事
務
員
ハ
男
子
ニ
在
リ
テ
ハ
日
給

月
額
（
日
給
三
十
ヲ
乗
シ
タ
ル
額
以
下
同
之
）
又
ハ
月
額
二
十
五
円
以
内
、
女
子
ニ

在
リ
テ
ハ
同
二
十
円
以
内
」
と
、
男
性
の
場
合
は
上
限
が
月
額
二
五
円
、
女
性
の
場

合
は
二
〇
円
と
五
円
の
格
差
が
あ
る
。
勤
続
年
数
に
よ
る
加
給
も
、
二
年
以
上
で
あ

れ
ば
男
性
が
五
〇
銭
で
あ
る
の
に
対
し
女
性
は
四
〇
銭
と
、
そ
れ
ぞ
れ
年
数
に
応
じ

て
差
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
差
は
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
、
勤
続

十
年
以
上
で
は
、
男
性
が
二
円
に
対
し
女
性
は
一
円
五
〇
銭
と
な
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
後
論
と
か
か
わ
っ
て
、
電
話
交
換
手
に
つ
い
て
の
規
定
も
瞥
見
し

て
お
こ
う
。
電
話
交
換
手
お
よ
び
電
話
交
換
手
見
習
の
採
用
資
格
は
「
満
十
三
年
以

上
二
十
三
年
以
下
ノ
女
子
」
で
あ
り
、「
特
殊
ノ
事
由
ア
ル
モ
ノ
」
に
限
っ
て
、
逓

信
大
臣
の
許
可
を
得
て
満
一
三
歳
以
上
の
男
子
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
話

交
換
主
事
補
の
採
用
資
格
は
「
満
十
八
年
以
上
四
十
年
以
下
ノ
女
子
」
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
電
話
交
換
手
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
の
段
階
で
「
女
子
」

が
原
則
で
あ
り
、
か
つ
一
定
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
「
主
事
補
」
と
な
っ
た
場
合
も

雇
員
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
石
井
香
江
の
先
行

研
究
が
指
摘
す
る
電
話
交
換
手
＝
「
女
の
仕
事
」
と
い
う
性
別
職
務
分
離
は
、
規
則

化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
立
場
か
ら
そ
れ
に
付
け
加
え
る
と
す

れ
ば
、「
主
事
補
」
ま
で
含
め
て
、
電
話
交
換
手
は
「
雇
員
の
仕
事
」
で
あ
る
こ
と

も
同
時
に
規
程
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
電
話
交
換
手
は
「
女
性
の
雇
員

の
仕
事
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
に
議
論
を
戻
そ
う
。
十
年

後
の
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
郵
便
貯
金
局
の
説
明

（
（2
（

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
女

性
を
雇
員
に
採
用
し
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

男
子
吏
員
ハ
其
事
務
ニ
何
等
ノ
曲
折
趣
味
ナ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
蔑
視
シ
熱
心
其

事
ニ
従
ハ
サ
ル
ニ
依
リ
成
績
頗
ル
不
良
…
…
（
中
略
）
…
…
百
般
政
費
ノ
増

加
ハ
之
ニ
伴
ハ
シ
メ
難
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
一
方
ニ
ハ
取
扱
上
ノ
手
続
ヲ

改
良
シ
テ
労
力
ノ
省
減
ヲ
図
ル
ト
同
時
ニ
、
一
方
ニ
ハ
吏
員
ノ
技
能
ヲ
練
磨

セ
シ
メ
テ
其
能
力
ヲ
昂
メ
以
テ
負
担
率
ノ
増
加
ヲ
企
図
ス
ル
ト
同
時
ニ
、
愈

分
業
ヲ
隆
ン
ニ
シ
テ
軽
易
簡
単
ナ
ル
事
務
ハ
之
ヲ
移
シ
テ
以
テ
女
子
ニ
負
担

セ
シ
メ
、
同
一
ノ
経
費
ヲ
以
テ
ヨ
リ
以
上
ノ
処
理
能
力
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
ノ
感

想
ヲ
懐
ク
ニ
至
レ
リ

　

す
な
わ
ち
、
男
性
の
雇
員
は
単
純
作
業
を
嫌
う
た
め
職
場
の
士
気
が
落
ち
て
お

り
、
一
方
人
件
費
の
増
額
は
望
め
な
い
の
で
、
業
務
の
改
善
、
能
率
の
向
上
を
は
か

る
と
同
時
に
「
分
業
」
を
お
こ
な
っ
て
、「
簡
単
軽
易
」
な
る
事
務
は
女
性
に
負
担

さ
せ
れ
ば
、
同
一
経
費
で
処
理
で
き
る
業
務
量
は
増
す
、
と
い
う
見
通
し
が
あ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
を
支
え
て
い
る
の
は
、
女
性
労
働
者
は
単
純
作
業
か

つ
低
賃
金
で
あ
っ
て
も
熱
心
に
働
く
は
ず
だ
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
当
初
採
用
し

た
女
性
一
一
名
の
雇
員
が
処
理
し
う
る
業
務
は
男
性
九
・
六
七
人
分
の
事
務
量
に
と

ど
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
採
用
か
ら
日
が
浅
か
っ
た
た
め
で
、
し
だ
い
に
習
熟
す
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る
と
男
性
に
匹
敵
す
る
効
率
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
毎
年
女
子
雇
員
の
採
用
を
拡
大

し
た
。
そ
し
て
、
女
性
雇
員
拡
大
の
画
期
は
日
露
戦
争
で
あ
っ
た
と
郵
便
貯
金
局
は

述
べ
る
。

三
十
七
八
年
戦
役
中
内
務
、
逓
信
両
省
協
力
シ
盛
ン
ニ
貯
金
ヲ
奨
励
シ
タ
ル

為
メ
、
事
業
著
シ
ク
激
増
セ
シ
モ
、
政
費
多
端
到
底
之
ニ
伴
フ
ヘ
キ
適
当
ナ

ル
増
員
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
結
果
、
部
室
等
ノ
許
ス
限
リ
給
料
ノ
低
廉
ナ

ル
女
子
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
方
策
ヲ
採
リ

　

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
女
性
雇
員
採
用
の
理
由
は
、
第
一
に
男
性
が
単
純
業

務
を
好
ま
な
い
こ
と
、
第
二
に
女
性
は
低
い
給
与
額
で
雇
用
で
き
る
こ
と
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
計
算
業
務
が
女
性
に
向
い
て
い
る
と

い
う
性
別
職
務
分
離
の
認
識
は
成
立
し
て
い
な
い
。
な
お
、「
部
室
等
ノ
許
ス
限
リ
」

と
い
う
表
現
か
ら
、
女
性
を
隔
離
し
た
空
間
で
働
か
せ
る
以
上
、
そ
の
部
屋
の
確
保

が
雇
用
で
き
る
女
性
雇
員
の
総
数
の
制
約
条
件
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
点
は
、
労
働
環
境
と
か
か
わ
っ
て
後
に
触
れ
る
。

　

女
性
雇
員
採
用
の
当
時
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
長
で
あ
っ
た
下
村
宏
は
、
の
ち
の

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
「
種
々
の
仕
事
が
増
加
し
て
来
る
一
方
、
予
算
が
充
分

に
取
れ
な
い
…
…
男
二
人
に
対
し
女
三
人
と
い
う
予
算
の
割
合
で
あ
る
か
ら
女
子
を

三
人
使
つ
た
方
が
良
い
」
と
、当
時
を
回
想
し
て
い
る

（
（2
（

。
日
清
戦
後
の
郵
便
貯
金
は
、

民
間
銀
行
網
の
整
備
に
と
も
な
い
富
裕
層
の
預
金
が
銀
行
預
金
に
移
行
し
た
結
果
、

零
細
預
金
を
集
め
る
大
衆
預
金
機
関
へ
と
再
編
さ
れ
て
ゆ
く

（
（2
（

。
そ
の
動
向
を
決
定

的
に
し
た
の
が
日
露
戦
争
時
の
貯
蓄
奨
励
運
動
で
あ
っ
た
。
零
細
預
金
の
増
加
は
事

務
量
の
増
加
を
も
た
ら
す
。
一
方
で
行
政
整
理
志
向
の
強
い
桂
園
体
制
期
に
は
判
任

官
定
員
が
削
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
条
件
の
な
か
で
、
業
務
の
雇
員
に
よ
る
代
替

が
進
み
、
さ
ら
に
安
価
な
労
働
力
と
し
て
女
性
雇
員
の
採
用
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う

の
が
、
逓
信
省
貯
金
部
局
に
お
け
る
女
性
雇
員
採
用
の
経
緯
で
あ
る
と
整
理
で
き
る

だ
ろ
う
。

❷
女
性
の
判
任
官
任
用

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
一
二
日
、
逓
信
次
官
仲
小
路
廉
は
、
内
閣
書
記

官
長
石
渡
敏
一
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
照
会
を
送
っ
た

（
（2
（

。

郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
及
各
郵
便
局
等
ニ
於
テ
女
子
ヲ
雇
員
ニ
採
用
セ
シ
以

来
ノ
経
歴
ニ
徴
ス
ル
ニ
、
其
成
績
頗
ル
良
好
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
シ
テ
服
務
セ
シ

ム
ル
事
務
ノ
範
囲
モ
倍
々
拡
大
ス
ル
ノ
現
況
ニ
有
之
候
処
、
斯
ク
女
子
雇
員

ノ
増
加
ト
執
務
範
囲
ノ
拡
張
ト
ニ
伴
ヒ
、
自
今
之
ヲ
監
督
セ
シ
ム
ヘ
キ
者
及

責
任
ア
ル
事
務
ヲ
執
ラ
シ
ム
ヘ
キ
者
ヲ
判
任
官
ニ
登
用
シ
、
之
ヲ
奨
励
ス
ル

ト
同
時
ニ
、
執
務
上
ニ
就
キ
其
責
任
ヲ
負
ハ
シ
ム
ル
ニ
至
ラ
ハ
、
尚
一
層
ノ

好
結
果
ヲ
獲
ラ
ル
ヘ
シ
ト
信
シ
候
、
右
ノ
如
ク
女
子
雇
員
ヲ
判
任
官
ニ
登
用

ス
ル
ハ
文
官
任
用
令
其
他
関
係
ノ
法
規
上
ヨ
リ
別
段
何
等
差
支
無
之
儀
ト
ハ

存
候
得
共
、
為
念
御
意
見
致
承
知
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也

　

貯
金
部
局
お
よ
び
郵
便
局
等
に
お
け
る
女
性
の
雇
員
の
業
績
は
良
好
で
あ
り
、
こ

れ
を
判
任
官
に
登
用
し
て
、
監
督
者
お
よ
び
「
責
任
」
あ
る
事
務
を
担
わ
せ
た
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
文
書
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
法
規
上
問
題
が
な
い

と
い
う
こ
と
を
内
閣
書
記
官
に
照
会
し
て
い
る
。
照
会
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
は
閣
議
請
議
を
す
る
必
要
の
な
い
案
件
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
し
か

し
確
認
を
要
す
る
程
度
に
は
先
例
の
な
い
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
の
両
面
を
示
し
て
い

る
。
内
閣
書
記
官
長
は
法
制
局
に
照
会
、
四
月
二
八
日
に
法
制
局
長
は
内
閣
書
記
官

長
に
問
題
な
し
と
回
答
し
、
七
月
一
〇
日
付
で
石
渡
内
閣
書
記
官
長
は
仲
小
路
逓
信

次
官
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
本
稿
冒
頭
で
み
た
一
七

名
の
女
性
の
判
任
官
任
用
で
あ
る
。

　

照
会
に
は
添
付
文
書
が
い
く
つ
か
付
属
し
て
い
る
。
次
の
文
書
は
そ
の
一
つ
で
、

女
性
雇
員
を
判
任
官
に
任
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
理
由
の
説
明
で
あ
る
（
傍
線

は
引
用
者
に
よ
る
）。
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郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
ニ
於
テ
簡
易
ナ
ル
計
算
事
務
及
整
理
事
務
ニ
従
事
セ

シ
ム
ル
為
メ
女
子
ヲ
雇
用
シ
始
メ
タ
ル
ハ
、
明
治
三
十
三
年
ノ
事
ニ
係
リ
、

当
時
ハ
幾
分
試
験
的
ニ
出
テ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
本
支
所
ヲ
通
シ
テ
使
用
人
員
僅

カ
ニ
五
十
人
ヲ
出
テ
サ
リ
シ
カ
、
其
実
蹟
ヲ
見
ル
ニ
、
女
子
ノ
通
有
性
タ
ル

緻
密
ト
従
順
ト
ヲ
以
テ
事
ニ
当
リ
、
且
男
子
ニ
於
テ
往
々
見
ル
カ
如
キ
変
化

ナ
キ
趣
味
ナ
キ
事
務
ニ
対
ス
ル
嫌
悪
心
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
其
整

理
能
力
ノ
如
キ
遥
ニ
男
子
ヲ
凌
ク
モ
ノ
ア
リ
、
且
計
算
事
務
ノ
如
キ
ニ
至
リ

テ
モ
決
シ
テ
男
子
ノ
伎
倆
ニ
譲
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
確
認
シ
得
タ
レ
ハ
、
漸
次
ニ

女
子
使
用
ノ
範
囲
ヲ
拡
大
…
…
（
中
略
）
…
…
現
時
私
立
銀
行
会
社
等
ニ
於

テ
モ
女
子
計
算
員
ノ
男
子
ニ
比
シ
其
成
績
善
良
ナ
ル
ヲ
認
ム
ル
ニ
至
リ
、
管

理
所
ニ
於
テ
給
ス
ル
俸
給
額
ニ
対
シ
常
ニ
二
倍
乃
至
三
倍
ノ
高
給
ヲ
以
テ
之

ヲ
誘
ヒ
、
以
テ
当
該
会
社
女
子
雇
員
ニ
充
当
シ
、
総
査
算
取
締
其
他
ノ
任
務

ニ
服
セ
シ
メ
ツ
ヽ
ア
リ
、
然
ル
ニ
一
方
ニ
於
テ
ハ
雇
員
定
率
ノ
制
限
ハ
殆
ン

ト
動
カ
ス
可
ク
モ
ア
ラ
ス
、
又
定
員
ノ
増
加
ヲ
以
テ
セ
ン
乎
、
徒
ニ
不
用
ノ

定
員
ヲ
多
ク
ス
ル
ノ
外
観
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
リ
、
甚
タ
穏
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
常
ニ
他
ト
ノ
権
衡
上
所
期
ノ
増
加
ヲ
得
ル
不
能
ノ
恨
ア
リ
、

此
点
ニ
就
テ
モ
彼
等
女
子
雇
員
ノ
待
遇
ニ
関
シ
金
銭
以
外
ノ
或
者
ヲ
以
テ
之

ヲ
奨
励
ス
ル
ノ
途
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
殊
ニ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ハ
数
年
ノ
間
勤

続
セ
ル
者
一
朝
其
職
ヲ
離
ル
ヽ
ニ
当
リ
其
積
年
ノ
労
ニ
酬
ユ
ル
ノ
途
備
ハ
ラ

サ
ル
ニ
在
リ

　

こ
の
文
書
に
は
、「
女
子
ノ
通
有
性
タ
ル
緻
密
ト
従
順
」
が
、
男
性
雇
員
に
は
不

適
当
な
「
変
化
ナ
キ
趣
味
ナ
キ
」
業
務
を
処
理
す
る
の
に
適
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち

「
女
性
に
向
い
て
い
る
仕
事
で
あ
る
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
重
要
な
の
は
後
段
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
第
一
に
、

銀
行
な
ど
で
の
女
性
事
務
員
の
雇
用
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
郵
便
為
替
貯
金

管
理
所
の
俸
給
よ
り
高
給
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
雇
員
の
平
均
給
与
単
価
（「
定

率
」）、
定
員
の
増
加
は
、「
他
ト
ノ
権
衡
」
上
問
題
で
あ
り
、
実
行
で
き
な
い
こ
と
、

そ
し
て
第
三
に
、
給
与
を
挙
げ
な
い
で
人
材
を
確
保
す
る
に
は
手
段
と
し
て
、
判
任

官
へ
の
登
用
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
労
働
市
場
に
お
い
て
民

間
と
の
競
合
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
日
露
戦
後
の
行
政
整
理
基
調
の
も
と
で
の
給

与
・
人
員
水
準
の
増
加
の
困
難
さ
が
、
女
性
の
判
任
官
登
用
を
必
要
と
す
る
二
大
要

因
で
あ
る
と
、
逓
信
省
当
局
は
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
七
月
一
六
日
の
新
聞
に
み
ら
れ
る
逓
信
大
臣
秘
書
官
談
話

（
（2
（

か
ら

も
う
か
が
え
る
。

山
県
（
伊
三
郎
、
引
用
者
）
逓
信
大
臣
は
就
任
後
直
に
所
管
局
所
を
巡
察
し

て
其
執
務
の
煩
激
と
時
間
の
長
き
に
驚
か
れ
た
り
、
而
て
特
に
女
子
は
男
子

と
異
な
り
て
全
然
栄
進
の
途
な
き
を
以
て
何
と
か
相
当
の
方
法
を
発
見
す
べ

く
調
査
を
為
す
べ
き
こ
と
を
命
令
さ
れ
、
爾
来
研
究
百
端
の
結
果
と
し
て
遂

に
今
回
の
如
く
女
子
雇
員
に
し
て
技
倆
資
格
共
に
充
分
に
判
任
官
た
る
に
恥

ざ
る
者
を
選
叙
し
て
之
を
登
用
す
る
の
途
を
開
か
れ
女
子
は
始
め
て
男
子
同

様
の
待
遇
を
得
る
こ
と
ゝ
な
り
、
従
つ
て
退
官
に
際
し
て
も
退
官
資

（
マ
マ
）金

等
を

得
ら
る
の
み
な
ら
ず
恩
給
請
求
の
権
利
を
有
し
、
又
叙
位
叙
勲
の
御
沙
汰
を

も
拝
す
る
こ
と
を
得
る
に
至
れ
り
、
此
一
事
は
以
て
女
子
雇
員
奨
励
上
必
す

好
影
響
あ
る
べ
き
は
勿
論
に
し
て
…
…

　

実
際
に
は
、
恩
給
の
支
給
資
格
を
得
る
た
め
に
は
通
算
満
一
五
年
が
必
要
で
あ

り
（
（3
（

、
叙
位
・
叙
勲
の
道
も
、
ど
の
程
度
現
実
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
（
退
官
賜
金
の
資
格
は
一
年
以
上
の
在
籍
で
生
じ
る

（
（3
（

）。
し

か
し
、
こ
う
し
た
「
栄
進
の
途
」
を
勤
務
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
機
能
さ
せ
よ

う
と
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
雇
員
の
進
退
賞
罰
が
原
則
と
し
て

「
当
該
局
所
長

（
（3
（

」
の
権
限
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
官
吏
で
あ
れ
ば
、
そ
の
免
官
は
文

官
分
限
令
の
規
定
に
基
づ
く
必
要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
一
定
の
身
分
保
障
が
与
え
ら

れ
る
こ
と
も
「
女
子
雇
員
奨
励
上
」
の
「
好
影
響
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
逓
信
省
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
で
女
性
が
判
任
官
に
任
用
可
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能
で
あ
っ
た
法
規
上
の
条
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
逓
信
次
官
照
会
は
、「
法

規
上
ヨ
リ
別
段
何
等
差
支
無
之
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
な
ぜ
差
し
支
え
が
な
い
か
と

い
え
ば
、
こ
の
と
き
彼
女
た
ち
が
任
じ
ら
れ
た
「
通
信
手
」
と
い
う
職
は
、
も
と

も
と
特
別
任
用
の
職
で
、
普
通
文
官
試
験
の
合
格
者
以
外
か
ら
採
用
す
る
こ
と
が
可

能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
逓
信
省
下
級
判
任
官
が
特
別
任
用
で
あ
る

状
況
は
、
通
信
手
の
前
身
、「
書
記
補
」
の
時
期
か
ら
で
あ
り
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
三
）
年
の
勅
令
第
一
三
〇
号
が
、「
郵
便
電
信
書
記
補
郵
便
書
記
補
電
信
書
記
補

並
郵
便
為
替
貯
金
局
書
記
補
ハ
逓
信
大
臣
別
ニ
試
験
規
則
ヲ
定
メ
之
ヲ
採
用
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
、
其
規
則
ニ
依
リ
採
用
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
普
通
試
験
ヲ
経
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ

ハ
他
ノ
判
任
官
ニ
転
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
た
こ
と
に
遡
る
。
こ
の
規
定

が
組
織
改
編
と
職
名
の
改
正
の
た
び
に
改
定
さ
れ
て
継
続
し
て
い
た（
一
九
〇
六（
明

治
三
九
）
年
時
点
で
効
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
一
九
〇
三
年
の
「
鉄
道
書
記
補
通

信
手
特
別
任
用
令

（
（3
（

」
で
あ
る
）。

　

一
八
九
〇
年
の
時
点
で
、書
記
補
が
特
別
任
用
と
な
っ
た
理
由
は
、一
八
九
〇
（
明

治
二
三
年
）
四
月
一
七
日
逓
信
大
臣
後
藤
象
二
郎
の
閣
議
請
議

（
（3
（

か
ら
明
ら
か
と
な

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
郵
便
及
電
信
并
郵
便
為
替
貯
金
ノ
事
業
ハ
之
ヲ
実
際
執
行

ス
ル
ニ
於
テ
ハ
高
尚
ノ
学
識
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
少
シ
ト
雖
モ
、
其
事
業
タ
ル
ヤ
頗
ル
広

大
繁
劇
ナ
ル
ヲ
以
テ
随
テ
之
ニ
従
事
ス
ル
多
数
ノ
下
級
官
吏
ヲ
要
ス
ル
」
た
め
、
こ

れ
ま
で
は
「
薄
給
ノ
傭
員
」（
の
ち
の
雇
員
に
相
当
）
を
多
数
使
用
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
傭
員
は
「
学
識
ノ
点
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
身
体
健
全
心
行
端
正
勤
勉
熱
心
ナ

ル
等
ノ
点
」
が
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
学
識
よ
り
は
健
康
と
品
行
、
熱
心

さ
が
第
一
に
問
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
、
傭
員
を
そ
の

業
績
に
応
じ
て
判
任
官
に
任
用
し
て
き
た
が
、
文
官
試
験
試
補
及
見
習
規
則
の
施
行

に
よ
っ
て
こ
れ
が
不
可
能
に
な
り
傭
員
た
ち
の
「
失
望
」
を
招
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

同
規
則
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
者
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
。

該
試
験
法
ニ
依
リ
採
用
シ
タ
ル
者
ハ
如
斯
薄
給
ヲ
受
テ
昼
夜
繁
劇
ノ
業
務
ニ

当
ル
ヲ
欲
セ
サ
ル
モ
ノ
多
ク
、
殊
ニ
其
費
用
ニ
至
リ
テ
モ
亦
此
等
傭
員
ノ
能

ク
其
業
務
ノ
執
行
ニ
熟
練
シ
、
快
速
之
ヲ
処
理
シ
テ
過
誤
ナ
キ
ニ
及
ハ
サ
ル

モ
ノ
ア
リ
、
然
ラ
ハ
則
傭
員
ノ
儘
之
ヲ
使
用
セ
ン
カ
、
傭
員
ハ
官
吏
ニ
非
ラ

サ
ル
ヲ
以
テ
其
身
分
堅
確
ナ
ラ
ス
、
随
テ
職
権
及
責
任
ナ
ク
、
且
忠
直
勉
励

勤
続
数
十
年
ニ
亘
ル
モ
官
吏
恩
給
ノ
典
ニ
与
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
斯
ノ
如
ク
其

之
ヲ
遇
ス
ル
薄
キ
カ
故
ニ
、
動
モ
ス
レ
ハ
些
々
タ
ル
利
欲
ノ
為
メ
ニ
動
カ
サ

レ
身
心
ヲ
以
テ
此
業
務
ニ
委
ス
ル
定
操
ナ
ク
、
其
弊
自
ラ
処
理
上
ニ
影
響
ス

ル
ニ
至
ル
ヘ
シ

　

つ
ま
り
、
試
験
採
用
者
は
逓
信
省
内
の
郵
便
や
貯
金
の
よ
う
な
繁
務
を
好
ま
ず
、

ま
た
職
務
に
習
熟
し
て
も
い
な
い
。
一
方
傭
員
を
そ
の
身
分
に
据
え
置
く
こ
と
は
、

身
分
の
不
安
定
さ
に
よ
っ
て
、
離
職
や
士
気
の
低
下
を
招
く
。
そ
こ
で
特
別
任
用
の

「
書
記
補
」
を
置
き
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
文
官
試
験
試
補
及
見
習
規
則

（
（3
（

」
は
一
八
八
七
（
明

治
二
〇
）
年
に
制
定
さ
れ
た
、
体
系
的
な
資
格
任
用
制
度
を
導
入
し
た
最
初
の
法
令

で
あ
り
、
近
代
日
本
の
官
僚
制
整
備
の
画
期
と
し
て
名
高
い
も
の
で
あ
る

（
（3
（

。
そ
し

て
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
時
点
で
想
定
さ
れ
て
い
る
傭
員
・
書
記
補
は
い
ず

れ
も
男
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
熟
練
者
の
離
職
や
、
士
気
の
低
下
と
い
っ
た
判
任
官

特
別
任
用
制
導
入
の
理
由
が
、
女
性
の
判
任
官
登
用
に
際
し
て
も
、
十
数
年
遅
れ
で

そ
っ
く
り
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
長
期
勤
続
と
士
気
の

維
持
の
た
め
、下
級
判
任
官
を
特
別
任
用
の
ポ
ス
ト
と
し
て
資
格
採
用
の
外
に
置
き
、

雇
員
を
官
吏
に
昇
進
さ
せ
る
こ
と
は
、
逓
信
省
に
お
い
て
は
、
資
格
任
用
制
度
導
入

か
ら
ま
も
な
く
制
度
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。業
務
拡
大
と
行
政
整
理
の
な
か
で
、

よ
り
低
廉
な
事
務
労
働
力
と
し
て
女
性
に
も
こ
れ
が
適
用
さ
れ
た
結
果
が
一
九
〇
六

（
明
治
三
九
）
年
の
女
性
判
任
官
任
用
で
あ
っ
た
。

　

逓
信
次
官
照
会
に
は
、「
候
補
者
ノ
概
数
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
の
管
理

所
本
所
で
は
、
二
年
以
上
の
勤
続
者
八
一
名
、
高
等
女
学
校
卒
業
者
一
一
名
（
う
ち

一
名
は
女
子
大
学
家
政
学
科
卒
業
、
一
名
は
同
国
文
学
科
二
年
修
業
）
准
教
員
免
許

状
保
持
者
三
名
の
九
五
名
を
「
候
補
者
」
と
し
て
い
る
。
大
阪
支
所
・
下
関
支
所
に
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つ
い
て
は
本
所
で
は
履
歴
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
約
四
十

名
（
？
）」「
約
十
名
（
？
）」
と
記
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
候
補
者
の
一
部
に
つ
い
て
、
管
理
所
が
候
補
者
と
目
し
た
と
思
わ

れ
る
人
物
た
ち
の
履
歴
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
実
際
に
七
月

二
四
日
に
最
初
の
任
用
対
象
者
と
な
っ
た
者
、
初
回
で
は
な
い
が
そ
の
後
判
任
官
と

な
っ
た
者
、
判
任
官
に
な
っ
て
い
な
い
者
（
お
そ
ら
く
雇
員
の
ま
ま
離
職
）
し
た
も

の
が
含
ま
れ
る
。
一
方
、
こ
の
添
付
履
歴
書
と
は
別
に
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、

東
京
に
お
け
る
任
用
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
記
事
が（
一
部
に
つ
い
て
は
写
真
入
り
で
）

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

　

表
3
記
載
者
は
、
以
下
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
1
は
、
候

補
者
履
歴
書
に
名
前
が
あ
り
、
最
初
に
通
信
手
に
任
用
さ
れ
た
も
の
。
グ
ル
ー
プ
2

は
、
候
補
者
履
歴
書
に
名
前
が
な
い
が
、
最
初
に
通
信
手
に
任
用
さ
れ
た
も
の
。
グ

ル
ー
プ
3
は
、
候
補
者
履
歴
書
に
名
前
が
あ
り
、
そ
の
後
通
信
手
に
任
用
さ
れ
た
も

の
。
グ
ル
ー
プ
4
は
、
候
補
者
履
歴
書
に
名
前
が
あ
る
が
、
そ
の
後
通
信
手
に
任
用

さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
表
三
を
み
る
と
、
グ
ル
ー
プ
1
は

相
対
的
長
期
勤
続
者
、
グ
ル
ー
プ
3
、
4
は
勤
続
期
間
が
短
い
が
高
学
歴
の
者
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
候
補
者
数
の
基
準
も
想
起
す
る
と
き
、
管
理
所
は
、
勤

続
年
数
と
学
歴
の
二
つ
の
基
準
で
候
補
者
を
選
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
グ
ル
ー

プ
1
、
2
、
3
の
長
期
勤
続
者
に
は
、「
雇
員
取
締
」
を
つ
と
め
て
い
る
者
が
多
い
。

ま
た
、
大
阪
に
短
期
派
遣
さ
れ
て
い
る
も
の
が
い
る
。
お
そ
ら
く
技
術
指
導
の
た
め

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
グ
ル
ー
プ
4
の
高
学
歴
者
は
い
ず
れ
も
早
期
離
職
し
て
い
る
と

い
う
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
父
が
病
没
し
て
い
る

者
の
多
さ
が
目
に
付
く
（
第
一
回
任
用
一
七
名
中
の
七
名
）。
家
計
維
持
の
た
め
に

雇
員
と
し
て
の
労
働
に
出
た
も
の
の
多
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
家
族
の
背
景
も
含
め
た
新
聞
報
道
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
こ
の
逓
信
省
に
お
け
る
「
女
子
判
任
官
」
の
任
用
は
新
聞

等
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
七
月
二
四
日
の
辞
令
交
付
式
の
様
子
は
『
東
京
朝
日
新

聞
』
で
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る

（
（3
（

。

小
松
通
信
局
長
、
中
谷
参
事
官
、
大
道
秘
書
官
、
野
村
、
二
見
二
課
長
を
始

め
、管
理
所
各
課
女
子
職
員
等
四
百
余
名
列
席
の
上
、女
子
判
任
官
（
通
信
手
）

辞
令
の
交
付
式
を
挙
行
し
た
り
、
先
つ
下
村
所
長
は
、
本
所
詰
任
用
者
和
久

井
み
ね
子
外
十
二
名
に
対
し
夫
々
辞
令
書
を
交
付
し
た
る
後
「
日
露
交
戦
以

来
為
替
及
貯
金
事
務
大
に
増
加
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
原
簿
の
改
正
振
替
貯

金
の
開
始
等
あ
り
て
事
務
劇
増
し
た
る
に
拘
は
ら
ず
、
些
の
渋
滞
を
見
ず
し

て
今
日
に
至
れ
る
は
固
よ
り
上
官
の
監
督
指
揮
其
宜
し
き
を
得
た
る
に
依
る

と
は
云
へ
亦
諸
子
の
勉
励
与
つ
て
大
に
力
あ
り
し
も
の
と
信
ず
、
乃
ち
本
日

通
信
局
長
を
始
め
局
内
の
各
高
等
官
列
席
し
て
爰
に
辞
令
交
附
式
を
挙
行
し

以
て
大
に
女
子
判
任
官
任
用
の
先
駆
を
な
し
た
る
諸
子
の
名
誉
を
祝
し
、
且

つ
女
子
将
来
の
為
め
に
大
に
慶
賀
す
る
所
以
な
れ
ば
、
諸
子
は
自
今
以
後
益

奮
励
し
て
深
く
徳
性
を
養
ひ
以
て
今
日
の
盛
典
に
酬
い
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と

周
到
な
る
訓
戒
演
説
を
為
し
、
次
で
小
松
通
信
局
長
の
懇
篤
な
る
祝
辞
あ
り

て
式
を
了
れ
り

　

通
信
局
長
以
下
高
等
官
列
席
の
辞
令
交
付
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
下
村
宏
管
理
所

長
は
「
名
誉
」
を
た
た
え
「
以
後
益
奮
励
」
を
求
め
た
と
い
う
。
ま
た
、『
帝
国
画

報
（
（3
（

』
に
は
、
下
村
宏
所
長
を
中
心
に
し
た
辞
令
交
付
式
後
の
記
念
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
通
常
、
男
子
判
任
官
の
任
用
に
あ
た
り
こ
う
し
た
式
典
は
行
わ
れ
な
い

し
、
報
道
も
さ
れ
な
い
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
非
対
称
性
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

男
性
に
と
っ
て
判
任
官
任
用
は
「
名
誉
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
の
ち

に
詳
述
す
る
。

　

新
聞
紙
上
に
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
あ
わ
せ
て
当
事
者
の
談
話
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
岡
田
き
ん
の
談
話
で
あ
る

（
（3
（

。

今
年
三
十
歳
の
盛
り
な
る
も
未
だ
他
に
嫁
せ
ず
家
事
一
切
を
も
賄
ひ
つ
ゝ

日
々
貯
金
管
理
所
に
通
勤
し
居
る
な
り
。
同
女
の
談
に
曰
く
妾
は
小
石
川
に

生
れ
幼
に
し
て
父
の
職
務
の
為
め
に
処
々
に
転
じ
牛
込
区
に
移
り
し
時
愛
日
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グル
ープ 氏名 勤務地 族籍 生年月日 学歴 雇員採用

年月日 雇員としての履歴 家族関係など 任用年と離職年

1

和久井みね 東京 東京府平民 明治 12 年
11 月 10 日

明徳小学校卒
業

明治 33 年
10 月 10 日

明 治 36 年 9 月 1 日　 貯
金課女子雇取締，明治 37
年 7 月 19 日大阪郵便為替
預金管理支所へ出向，貯
金係女子雇員取締，明治
38 年 4 月 11 日貯金係東
部原簿第三部女子雇員取
締， 明 治 38 年 8 月 1 日
郵便為替管理所へ出向，
11 月 4 日貯金課女子雇員
取締

平民和久井久次郎の長
女。28 歳。父は愛国婦人
会東京支部員にて長兄栄
蔵は東京電気株式会社の
技師。本所生まれ。

大正 7 年時点で在
職中

中村春 東京 東京府士族 明治 18 年
3 月 8 日

宝田小学校
卒業

明治 34 年
1 月 22 日

明治 36 年 9 月 1 日　
貯金課女子雇取締

京橋区鈴木町医師中村直
の長女。 明治 41 年まで在職

岡田はる 東京 茨城県平民 明治 17 年
2 月 15 日

明治 33 年
10 月 16 日

明治 37 年 8 月 26 日　
為替課女子雇員取締

父は鉄道作業局建築課員
で長野に在勤。姉の夫の
家に妹と同居。父が静岡
在勤中に静岡で高等小学
校を卒業。まもなく父と
ともに上京。

大正 7 年時点で在
職中。書記に昇進。

菅沼とよ 東京 長野県士族 明治 16 年
3 月

明治 33 年
9 月 29 日

明治 37 年 7 月 20 日　
貯金課女子雇員取締

母 42 歳の家事を助ける。
戸主は早稲田大学生の
兄。20 歳の妹と 8 歳の弟。

明治 42 年まで在
職。大正 6 年から
再度在職，大正 7
年時点在職中

2

早川久 東京 下関高等小
学校

明治 26 年
（36 の誤り
か）

亡父利久は東京府士族，
逓信省通信書記として下
関に在勤，久は下関高等
小学校を卒業，補習科在
学中に父死去，母たか子

（48）と共に上京して久
は戸主となる。

大正 5 年まで在職

岡崎よね 東京 明治 35 年 37 年大阪派遣，翌年女子
取締兼司事心得

赤坂新町の薬種店鈴屋方
に寓居。24 歳　父岡崎三
平は旧延岡藩士，明治 7，
8 年ごろ上京して大蔵省
に勤務するも離職。目黒
で農家の子弟の教育に従
事。米子が 4 歳のとき母
死去。父は後妻をめとら
ず。米子が 13 歳のときに
姉は他へ嫁ぎ，家事担当
するため高等小学校 3 年
で 退 学， 明 治 35 年「 強
て父に請ひて」貯金局の
募集に応じる。

明治 41 年まで在職

田中恭 東京 明治 20 年 大阪・三坂
小学校卒業

明治 35 年
12 月 大阪派遣の経験あり

岡山県士族医師田中意誠
の長女。父は大阪の監獄
に勤務，恭子は大阪の三
阪小学校を卒業，父死去
により母梅子が恭子をつ
れて 35 年上京，梅子の
兄へ同居，しかし 36 年 5
月母死去，叔父の世話に
なる。

明治 44 年まで在職

小野てつ 東京 「大垣の女学
校」卒 明治 33 年 女子取締

33 歳で今回任用の最年
長。17 年前単独で上京，

「二三の女学校に通ひ専
門学を修めたるが不幸に
して中途廃学の止むなき
に至り親族方に居留」，33
年雇員。女子取締。

明治 41 年まで在職

森岡とよ 東京 高等小学校
卒業

父は藤堂伯爵家の家臣。
兄は商業に従事。高等小
学校を卒業後，家事手伝
いののち雇員。

明治 40 年 5 月まで
に離職

大藤とく 東京 宝成小学校
卒

亡父は商業に従事。父没
後母は雑誌売り捌き業に
従事。宝成小学校を卒業
し，18歳で雇員。4年在勤。

明治 42 年まで在職

辻村こう 東京 父は没。19 歳。兄は海軍
兵学校生徒。 大正 2 年まで在職

表３　郵便為替貯金管理局の初期任用女性判任官履歴
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2

岡田きん 東京 愛 日 小 学 校
卒

父病没。母は病気がち。
弟も逓信省に勤務。 明治 45 年まで在職

児玉みつ 東京 鞆絵小学校
卒業

明治 35 年
4 月 明治 38 年女子取締

農商務省属児玉庸三の長
女。「父に漢学の教へを
受け」，「厳格なる父は愛
児を家に置て甘やかして
は後来の為にならずと
て」雇員となる。父母の
命により毎夜恒徳女学校
通学。書道は岩城玉山を
師とし，余暇に表千家の
茶道と古流活花を修める。

大正 7 年時点で在
職中

中井エイ 大阪 明治 41 年まで在職

堀場トク 大阪 明治 42 年まで在職

沢村しん 下関 明治 40 年まで在職

木下アサ 下関 明治 40 年まで在職

3

松田やす 東京 三重県士族 明治 6 年
11 月

明治 32 年
9 月 29 日

明治 35 年 9 月 8 日貯金課
女子雇員取締 有配偶者。 明治 40 年通信手任

用，大正 3 年離職

角森フジ 東京 山口県平民 明治 19 年
7 月

明治 36 年山
口県立山口
高等女学校
本科卒業

明治 38 年
3 月 25 日

明治 38 年 3 月臨時雇　
明治 38 年 8 月 1 日郵便
為替預金管理所へ出向　
8 月 11 日雇

明治 41 年通信手任
用，明治 42 年離職

原その 東京 佐賀県士族 明治 18 年
6 月 20 日

明治 37 年 3 月
日本女子大
学家政学部
卒業

明治 39 年
3 月 12 日

明治 40 年通信手任
用，明治 41 年離職

中西あさ 東京 東京府平民 明治 12 年
1 月 5 日

明治 37 年明
治女学校普
通科卒業

明治 38 年
10 月 14 日

明治 39 年 3 月 26 日貯金
課女子雇員取締

明治 41 年通信手任
用，同年離職

中根はる 東京 東京府平民 明治 20 年
3 月 12 日

明治 37 年三
輪田高等女
学校卒業

明治 38 年
3 月 18 日

臨時雇，明治 38 年 4 月 5
日雇，9 月 16 日依願雇を
免ず，明治 39 年 1 月 31
日雇

明治 43 年通信手任
用，大正 4 年離職

4

三上ヨネ 東京 山形県平民 明治 17 年
8 月 20 日

明治 34 年山
形県山形高
等女学校卒
業

明治 38 年
9 月 14 日

明治38年9月14日臨時雇，
10 月 4 日雇

服部キヨ 東京 広島県平民 明治 15 年
5 月 3 日

明治 36 年日
本女子大学
校国文学部 2
年修業

明治 38 年
7 月 26 日

明治 38 年 7 月 26 日臨時
雇， 明 治 38 年 8 月 1 日
　貯金課第二原簿掛第六
部女子雇員取締（大阪）
　明治 38 年 8 月 31 日依
願雇を免ず　9 月 19 日雇

（郵便為替貯金管理所）　
明 治 39 年 5 月 4 貯 金 課
女子雇員取締

出典：「公文雑纂・明治三十九年・第三十八巻・逓信省」（国立公文書館所蔵，纂 01007100），『東京朝日新聞』明治 39 年 7 月 25 日，
7 月 26 日，7 月 27 日，『職員録』各年度

註記 1：
グループ 1　候補者履歴書に名前があり，最初に通信手に任用されたもの
グループ 2　候補者履歴書に名前がないが，最初に通信手に任用されたもの
グループ 3　候補者履歴書に名前があり，その後通信手に任用されたもの
グループ 4　候補者履歴書に名前があるが，その後通信手に任用されていないもの
註記 2：任用・離職の年は『職員録』掲載の有無による。各年度『職員録』は 5 月 1 日現在の在籍者を掲載するため，実際の任用・

離職はその前年の可能性もある。
註記 3：家族関係は松田やすを除いて『東京朝日新聞』掲載記事による

グル
ープ 氏名 勤務地 族籍 生年月日 学歴 雇員採用

年月日 雇員としての履歴 家族関係など 任用年と離職年
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小
学
校
を
卒
業
し
て
、
長
野
に
転
居
し
父
病
没
後
家
族
を
引
纏
め
て
帰
京
し

現
時
の
地
に
移
り
し
が
、
母
は
多
病
の
た
め
病
辱
に
あ
る
日
多
く
妾
が
家
事

万
端
致
し
居
れ
ど
御
承
知
の
通
り
管
理
所
は
休
日
と
申
す
は
元
日
一
日
丈
け

で
す
か
ら
去
三
十
四
年
以
来
病
気
で
一
二
日
休
み
た
る
外
欠
勤
致
さ
ず
又
少

年
の
頃
よ
り
余
裕
な
く
暮
し
居
れ
ば
学
校
の
履
歴
も
乏
し
く
実
に
お
愧
か
し

き
次
第
な
り
、
今
回
の
ご
採
用
は
難
有
感
じ
ま
す
が
身
に
学
識
な
く
、
唯
年

功
の
一
点
に
て
あ
れ
ば
勤
勉
の
二
字
を
守
り
て
責
任
の
重
き
を
忘
却
せ
ぬ
所

存
よ
り
外
に
な
き
と
考
へ
居
り
ま
す
云
々

　

岡
田
き
ん
は
、
父
の
病
死
後
、
病
気
の
母
の
面
倒
を
見
な
が
ら
雇
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
。
学
歴
の
な
さ
を
恥
じ
る
談
話
と
、「
今
年
三
十
歳
の
盛
り
な
る
も
未
だ

他
に
嫁
せ
ず
」
と
い
う
記
者
の
コ
メ
ン
ト
に
注
意
し
た
い
。「
御
承
知
の
通
り
管
理

所
は
休
日
と
申
す
は
元
日
一
日
丈
け
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
た
、
匿
名
の
家
族
へ
の
取
材
も
記
事
に
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。

今
回
逓
信
省
に
於
て
女
子
に
判
任
官
を
授
け
以
て
昇
進
の
道
を
開
き
た
る
は

女
子
た
る
も
の
ゝ
将
来
に
取
り
て
最
も
喜
ぶ
べ
き
事
な
り
と
す
、
而
し
て
同

省
今
回
の
登
庸
法
は
年
齢
の
如
何
に
よ
ら
ず
学
業
の
優
劣
に
関
せ
ず
勤
勉
に

し
て
事
務
に
熟
練
せ
る
と
品
行
の
方
正
な
る
と
の
二
点
を
標
準
と
し
て
採
用

し
た
る
も
の
ゝ
如
く
な
れ
ば
、
早
く
父
母
を
失
ひ
又
家
産
な
き
家
に
生
ま
れ

し
不
幸
な
る
女
子
の
為
に
は
何
よ
り
も
頼
母
し
き
採
用
法
な
り
、
今
此
新
任

に
就
き
二
三
の
家
長
の
い
ふ
所
を
聞
く
に
、
彼
の
子
も
実
に
不
仕
合
せ
で
す
、

幼
さ
い
時
は
相
当
の
教
育
も
受
け
ら
れ
今
頃
は
立
派
に
嫁
に
行
か
れ
る
筈
で

し
た
が
家
政
の
都
合
上
思
ふ
事
は
鶍い

す
かの

嘴
と
な
り
、
終
に
逓
信
省
雇
員
に
出

す
事
と
な
り
毎
日
同
省
へ
通
は
せ
て
置
き
ま
し
た
処
、
今
度
御
登
庸
に
預
か

り
本
人
の
為
に
は
仕
合
せ
で
御
座
い
ま
す
が
、
家
族
の
身
に
な
り
ま
す
と
何

と
か
早
く
身
を
極
め
さ
せ
て
遣
り
度
い
の
で
行
末
を
心
配
し
て
居
ま
す
云
々
、

今
一
人
は
曰
く
那
の
子
も
と
う
と
う
出
世
し
ま
し
た
其
内
に
は
能
い
婿
を
捜

し
て
遣
度
く
存
じ
ま
す
、
久
し
く
開
化
開
化
と
い
ふ
事
を
聞
い
て
居
ま
し
た

が
那
の
子
が
判
任
官
に
な
る
と
は
夢
に
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
云
々
、
又
一

人
の
母
は
い
ふ
通
信
手
と
か
申
す
の
だ
さ
う
で
す
頂
く
も
の
は
幾
干
に
な
り

ま
す
か
ま
だ
分
り
ま
せ
ん
が
、
若
し
礼
服
を
着
ろ
な
ど
ゝ
申
さ
れ
ま
す
と
迚

も
妾
ど
も
の
痩
腕
で
は
着
せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
心
配
し
て
居
ま
す
、
尤
も
所

長
さ
ん
か
ら
兼
々
立
派
な
服
を
着
て
は
な
ら
ぬ
、
垢
さ
へ
附
か
な
け
れ
ば
夫

で
能
い
と
仰
せ
ら
れ
る
の
で
妾
も
難
有
く
存
じ
娘
も
其
気
で
居
り
ま
す
か
ら
、

少
し
づ
ゝ
残
し
て
嫁
に
行
く
下
拵
へ
で
も
さ
せ
て
遣
り
度
く
思
ひ
ま
す
云
々
、

　
「
家
産
な
き
家
に
生
ま
れ
し
不
幸
な
る
女
子
」
の
た
め
の
仕
事
と
い
う
記
者
の
観

点
や
「
嫁
に
行
」
か
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、「
不
仕
合
せ
」
な
子
で
あ
る
と
い
う

家
族
の
認
識
、
あ
る
い
は
判
任
官
に
な
れ
ば
「
礼
服
」
な
ど
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
母
の
懸
念
な
ど
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
家

族
も
、
い
ず
れ
は
「
嫁
に
行
か
せ
た
い
」「
婿
を
捜
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
新
聞
報
道
か
ら
は
、「
女
子
判
任
官
」
た
ち
は
、
幸
福
で
模
範
的
な
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
も
の
で
は
な
い
が
、「
勤
勉
」
で
「
品
行
方
正
」
な
「
不
幸
な
る

女
子
」
に
と
っ
て
は
「
名
誉
」
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
こ
れ

を
契
機
に
結
婚
と
い
う
「
幸
せ
」
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
乗
る
こ
と
が
展
望
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

❸
労
働
環
境
・
勤
続
年
数
・
昇
給

　

こ
の
よ
う
に
し
て
任
用
さ
れ
た
女
性
判
任
官
の
あ
り
方
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経

過
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
人
員
の
動
向
で
あ
る
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
以
降
の
逓
信
省
全
体

の
判
任
官
・
雇
員
の
男
女
別
総
数
を
表
4
に
示
し
た
。
判
任
官
・
雇
員
と
も
総
数
が

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
減
少
す
る
の
は
、
鉄
道
院
の
発
足
に
と
も
な
い
鉄
道

事
業
が
逓
信
省
の
所
管
で
は
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
を
除
け
ば
女
性
の
判
任

官
は
実
数
で
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
ま
で
増
加
を
続
け
、
以
後
し
ば
ら
く
横
ば
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い
と
な
っ
た
の
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
再
び
急
増
す
る
。
た
だ
し
、
男
性
判
任

官
に
比
し
て
圧
倒
的
に
少
数
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
一
方
、
雇
員
に
つ
い
て

み
れ
ば
、
女
性
雇
員
の
数
は
男
性
雇
員
の
伸
び
を
は
る
か
に
上
回
り
、
一
九
一
八

（
大
正
七
）
年
に
は
逓
信
省
雇
員
の
半
数
近
く
が
女
性
と
な
る

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
以
降
、
女
性
判
任
官
は
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
以
外

で
も
任
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
同
年
度
末
で
、
一
・
二
等
郵
便
局
・
電
話
局
に

一
五
名
、
電
信
局
に
二
名
な
ど
、
他
部
局
に
も
女
性
の
判
任
官
が
在
職
し
て
い
る

（
（4
（

。

こ
こ
で
は
、
貯
金
部
局
系
統
と
、
電
話
交
換
手
を
含
む
一
・
二
等
郵
便
局
系
統
の
女

性
判
任
官
、
女
性
雇
員
の
あ
り
方
を
比
較
し
て
み
た
い
。
表
5
に
、
郵
便
貯
金
担
当

部
局
の
男
女
別
判
任
官
・
雇
員
数
、
図
1
に
、
こ
れ
を
も
と
に
算
出
し
た
判
任
官
・

雇
員
別
の
女
性
比
率
を
示
し
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
女
性
の
判
任
官
任
用
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
三
）
年
に
か
け
て
、
雇
員
の
女
性
比
率
が
低

下
し
、
そ
の
後
四
割
前
後
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
2
で
み
た
、

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
ま
で
の
貯
金
部
局
に
お
け
る
雇
員
の
女
性
比
率
の
上
昇

傾
向
が
、
こ
の
時
期
逆
転
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
表
4
に
示
さ
れ
た
同
時

期
の
逓
信
省
全
体
の
雇
員
の
女
性
比
率
上
昇
の
動
向
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

判
任
官
中
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
ま
で
緩
や
か
に
上
昇

す
る
。
一
九
〇
八
年
・
〇
九
年
の
雇
員
比
率
低
下
は
雇
員
の
実
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
女
性
判
任
官
・
雇
員
比
率
の
安
定
は
、
雇

員
の
一
定
数
が
判
任
官
に
登
用
さ
れ
続
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
特
徴
は
、
一
・
二
等
郵
便
局
・
電
信
・
電
話
局
の
男
女
別
判
任
官
・
雇
員
数

（
表
6
）
と
職
階
別
女
性
比
率
（
図
2
）
と
対
照
す
る
こ
と
で
一
層
明
ら
か
と
な
る
。

郵
便
局
等
で
は
、
女
性
の
判
任
官
任
用
自
体
は
貯
金
部
局
と
同
時
期
に
始
ま
り
、
人

数
は
貯
金
部
局
と
同
水
準
で
あ
る
が
、
男
性
を
含
め
た
判
任
官
全
体
の
な
か
で
の
比

率
は
低
い
。
か
つ
女
性
雇
員
の
数
が
大
き
く
、
事
業
拡
大
に
つ
れ
て
雇
員
の
女
性
率

は
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
電
話
交
換
手
を
含
む
郵
便
・
電
信
・
電
話
系

統
の
女
性
の
大
部
分
が
雇
員
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
貯
金
部
局
の
方
が
雇
員
を
判
任

判任官 雇員
合計

男 女 小計 男 女 小計

1906 （明治 39）年 14808 （99.6%） 63 （0.4%） 14871 35886 （88.9%） 4461 （11.1%） 40347 55218

1907（明治 40）年 18539 （99.6%） 81 （0.4%） 18620 42435 （87.6%） 6020 （12.4%） 48455 67075

1908（明治 41）年 13744 （99.3%） 103 （0.7%） 13847 22496 （74.6%） 7659 （25.4%） 30155 44002

1909（明治 42）年 13854 （99.0%） 146 （1.0%） 14000 22741 （72.6%） 8597 （27.4%） 31338 45338

1910（明治 43）年 13200 （98.8%） 154 （1.2%） 13354 23279 （69.3%） 10331 （30.7%） 33610 46964

1911（明治 44）年 13651 （98.8%） 172 （1.2%） 13823 24241 （65.9%） 12525 （34.1%） 36766 50589

1912（明治 45）年 13771 （98.7%） 182 （1.3%） 13953 24796 （63.8%） 14058 （36.2%） 38854 52807

1913（大正 2）年 13741 （98.7%） 182 （1.3%） 13923 23811 （60.4%） 15602 （39.6%） 39413 53336

1914（大正 3）年 13472 （98.7%） 178 （1.3%） 13650 24017 （61.1%） 15291 （38.9%） 39308 52958

1915（大正 4）年 13750 （98.7%） 183 （1.3%） 13933 24470 （60.3%） 16137 （39.7%） 40607 54540

1916（大正 5）年 14468 （98.5%） 220 （1.5%） 14688 25162 （59.6%） 17042 （40.4%） 42204 56892

1917（大正 6）年 14843 （98.3%） 259 （1.7%） 15102 26086 （58.1%） 18777 （41.9%） 44863 59965

1918（大正 7）年 15624 （97.7%） 371 （2.3%） 15995 27419 （54.5%） 22906 （45.5%） 50325 66320

表4　逓信省判任官・雇員男女別人数

出典：『逓信省年報』各年度
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官
に
任
官
さ
せ
る
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
前
節
で
論
じ
た
逓
信
次
官
照
会
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
通
り
、

労
働
市
場
に
お
け
る
民
間
と
の
競
合
が
あ
ろ
う
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
出

版
さ
れ
た
あ
る
職
業
案
内
書

（
（4
（

に
よ
る
と
、「
私
立
銀
行
事
務
員
養
成
所
」「
女
子
計

算
員
養
成
所
」
を
経
営
す
る
、
黒
岩
規
と
い
う
「
元
大
蔵
省
の
官
吏
で
そ
の
後
日
本

銀
行
そ
の
他
の
銀
行
実
務
を
実
地
に
踏
践
し
て
き
た
経
験
家
で
五
十
に
近
い
中
老

人
」
が
存
在
し
た
。
彼
は
「
今
よ
り
十
二
三
年
前
に
女
子
計
算
員
な
る
も
の
ゝ
必
要

を
感
じ
て
養
成
所
を
…
…
（
中
略
）
…
…
設
け
て
盛
ん
に
募
集
」
し
た
が
、
需
要
が

な
く
失
敗
し
、
男
性
計
算
員
の
養
成
の
み
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
近
年
「
銀
行
会

社
の
事
務
上
女
子
を
採
用
す
る
こ
と
の
遙
か
に
男
子
に
勝
れ
る
こ
と
に
心
付
て
来

た
の
で
雀
躍
と
し
て
女
子
計
算
員
養
成
所
を
再
興
」
し
た
と
い
う
。
女
性
が
銀
行
に

勤
務
し
た
場
合
、
俸
給
は
最
初
見
習
中
八
円
く
ら
い
、
賞
与
を
含
め
れ
ば
一
二
円
。

昇
給
す
れ
ば
三
〇
円
程
度
と
同
書
は
記
し
て
い
る
。
一
方
、『
逓
信
省
年
報
』
に
よ

れ
ば
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
度
末
の
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
の
女
性
雇
員

八
九
〇
名
に
対
し
て
、
俸
給
月
額
総
額
は
六
〇
七
二
円
で
、
一
名
あ
た
り
平
均
六
・

八
円
と
な
る
（
男
性
は
雇
員
総
数
一
〇
一
三
名
に
対
し
て
一
一
五
〇
七
円
で
、
平
均

判任官 雇員

年次 男性 女性 小計 男性 女性 小計

1906（明治 39）年 523 41 564 1013 890 1903

1907（明治 40）年 529 55 584 1013 1021 2034

1908（明治 41）年 517 62 579 1087 793 1880

1909（明治 42）年 537 70 607 1224 727 1951

1910（明治 43）年 504 74 578 1264 825 2089

1911（明治 44）年 550 82 632 1298 895 2193

1912（明治 45）年 546 86 632 1294 914 2208

1913（大正 2）年 507 86 593 1281 814 2095

1914（大正 3）年 520 79 599 1276 844 2120

1915（大正 4）年 544 80 624 1285 870 2155

1916（大正 5）年 742 88 830 1469 918 2387

1917（大正 6）年 705 102 807 1533 1032 2565

1918（大正 7）年 825 159 984 1724 1288 3012

表5　郵便為替貯金管理所・郵便貯金局の男女別判任官・雇員人数

出典：『逓信省年報』各年度

出典：『逓信省年報』各年度

図1　郵便為替貯金管理所・郵便貯金局の職階別女性比率

図１ 郵便為替貯金管理所・郵便貯金局の職階別女性比率 

 

出典：表５に同じ 
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表6　1・2等郵便・電信・電話局の男女別判任官・雇員人数

出典：『逓信省年報』各年度

出典：『逓信省年報』各年度

図2　1・2等郵便・電信・電話局の職階別女性比率

判任官 雇員

年次 男性 女性 小計 男性 女性 小計

1906（明治 39）年 4996 15 5011 5722 2550 8272

1907（明治 40）年 5198 16 5214 5847 3434 9281

1908（明治 41）年 5527 39 5566 6158 4851 11009

1909（明治 42）年 5659 74 5733 5950 5275 11225

1910（明治 43）年 5519 75 5594 5273 5818 11091

1911（明治 44）年 3754 85 3839 5436 7028 12464

1912（明治 45）年 3764 89 3853 5545 7966 13511

1913（大正 2）年 4019 90 4109 5357 8546 13903

1914（大正 3）年 4045 92 4137 5471 8716 14187

1915（大正 4）年 4132 98 4230 5464 8989 14453

1916（大正 5）年 4390 122 4512 5784 9351 15135

1917（大正 6）年 4527 147 4674 6158 10266 16424

1918（大正 7）年 4892 203 5095 7071 13024 20095

一
一
・
四
円
で
あ
る

（
（4
（

）。
賞
与
や
年
功
加
給
が
あ
る
に
し
て
も
、
民
間
に
比
し
て
給

与
水
準
は
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
民
間
銀
行
等
と
計
算
員
の
労
働
市
場
で
競
合
し

て
い
た
貯
金
部
局
は
、「
判
任
官
に
な
れ
る
」
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
打
ち
出
す

必
要
が
あ
っ
た
。
一
方
、
電
話
交
換
手
の
場
合
、
民
間
企
業
内
で
の
小
規
模
な
電
話

交
換
業
務
は
あ
る
に
し
て
も
、
電
話
事
業
自
体
が
国
営
で
あ
る
以
上
、
同
一
職
務
内

容
の
労
働
力
需
要
は
民
間
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
貯
金
部
局
の
よ
う
に
、
労

働
市
場
に
お
い
て
民
間
と
給
与
水
準
が
比
較
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

　

女
性
雇
員
・
判
任
官
の
職
務
内
容
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
雇
員
採
用

開
始
の
時
点
で
は
、「
貯
金
払
戻
金
ノ
記
帳
及
日
計
」「
通
常
貯
金
払
戻
金
払
済
ノ
記

帳
」「
貯
金
払
戻
計
算
票
ノ
整
理
」
な
ど
五
業
務
に
限
定
さ
れ
て
い
た

（
（4
（

。
そ
の
後
拡

大
し
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
判
任
官
任
用
の
時
点
で
は
、
か
つ
て
男
性
判

任
官
が
担
当
し
、
一
九
〇
六
年
時
点
で
女
性
雇
員
が
担
当
し
て
い
る
管
理
所
本
所
の

業
務
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。

図２ １・２等郵便・電信・電話局の職階別女性比率 

 

出典：表６に同じ 
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貯
金
課
計
査
掛

　
　

一
郵
便
貯
金
受
払
金
査
算
並
ニ
決
算
ノ
総
校
合
査
閲　
　

八
人

同　

原
簿
掛

　
　

一
郵
便
貯
金
払
出
検
査　
　
　
　

十
人

　
　

一
郵
便
貯
金
預
人
原
簿
ノ
計
算　

十
人

　
　

一
郵
便
貯
金
利
子
ノ
計
算
検
査　

五
人

主
計
課
資
金
掛

　

   
一
証
券
ノ
受
払
計
算
ニ
関
ス
ル
事
務　

二
人

内
国
為
替
課
調
理
掛

　
　

一
郵
便
為
替
金
及
取
立
金
受
払
査
算
事
務
統
理　
　

二
人

同　

精
算
掛

　
　

一
郵
便
為
替
金
及
取
立
金
受
払
決
算
事
務
統
理　
　

八
人

庶
務
課
会
計
掛

　
　

一
郵
便
為
替
貯
金
取
立
金
ノ
各
用
紙
類
記
番
号
調
査
事
務
統
理　

一
人

同　

発
行
掛

　

一
送
達
不
能
ニ
係
ル
貯
金
払
戻
証
書
等
ノ
処
理　

一
人

　

多
く
の
業
務
が
何
ら
か
の
形
で
計
算
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
雑
誌
記
事

（
（4
（

に
よ
れ
ば
、
業
務
の
様
相
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

読
者
が
貯
金
を
出
入
な
さ
る
場
合
に
、
小
さ
な
伝
票
を
郵
便
局
の
窓
口
に
お

出
し
に
な
る
が
、
そ
の
伝
票
は
一
々
為
替
貯
金
局
に
送
ら
れ
て
、
迅
速
に
例

の
カ
ー
ド
式
原
簿
に
記
入
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
…
…
（
中
略
）
…
…
こ
の

夥
し
い
数
の
伝
票
は
幾
人
か
の
手
を
経
て
、
各
局
の
記
号
に
よ
つ
て
分
類
さ

れ
、
番
号
順
に
重
ね
ら
れ
て
、
原
簿
の
方
に
廻
り
、
こ
ゝ
で
貯
金
局
式
の
数

字
で
原
簿
に
登
録
さ
る
ゝ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
番
号
順
に
整
理
す
る
時
の

如
き
、
何
白
枚
か
の
伝
票
を
片
手
に
掴
み
、
之
を
狭
い
机
の
上
で
番
号
の
順

に
従
つ
て
扇
面
形
に
並
べ
て
揃
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
番
号
と
云
へ
ば
何

れ
四
位
か
五
位
以
上
で
、
千
台
万
台
の
数
字
を
一
瞥
の
瞬
間
に
識
別
し
て
、

そ
の
ま
ゝ
相
当
の
位
置
に
挿
込
ん
で
行
く
そ
の
早
さ
は
、
歌
留
多
の
選
手
の

歌
留
多
を
取
る
手
よ
り
も
遥
か
に
早
い
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
し
て
整
理
さ

れ
た
伝
票
は
、
原
簿
に
登
録
さ
る
る
外
に
之
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
計
算
の
敏
捷
な
こ
と
も
ま
た
此
所
の
見
物
で
あ
つ
て
、
片
手
で
伝
票
を

捲
り
な
が
ら
、
眼
に
も
止
ら
な
い
速
力
で
計
算
し
て
行
く
速
さ
は
、
人
間
業

と
も
思
は
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、「
カ
ー
ド
式
」
の
原
簿
は
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
式
原
簿
に
替
え
て
一
九
〇
三

図3　カード式原簿導入記念絵葉書
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（
明
治
三
六
）
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
図
3
は
、
そ
れ
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ

た
絵
葉
書
の
一
枚
で
あ
る
。
女
性
雇
員
が
男
性
監
督
者
の
も
と
労
働
に
従
事
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

計
算
に
必
要
な
珠
算
の
技
術
は
採
用
後
に
訓
練
で
身
に
着
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
訓
練
は
次
に
見
る
よ
う
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た

（
（4
（

。

三
十
六
年
七
月
珠
算
練
習
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
其
技
ニ
慣
熟
セ
シ
ム
ル
ノ
策
ヲ
採

レ
リ
、
而
シ
テ
当
初
ニ
於
テ
ハ
計
理
事
務
ニ
従
事
ス
ル
全
吏
員
ニ
対
シ
五
位

以
下
ノ
数
ヲ
記
載
セ
ル
証
拠
書
様
ノ
モ
ノ
百
枚
ヲ
五
分
間
ニ
入
算
セ
シ
メ
、

正
数
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ヲ
及
第
者
ト
シ
、
時
間
内
ニ
入
算
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

単
ニ
運
算
ノ
相
違
ト
認
識
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ハ
詮
考
ノ
上
及
第
者
ニ
加
ヘ
タ
リ
、

而
シ
テ
落
第
者
及
新
拝
命
者
ニ
ハ
日
々
休
憩
時
間
及
執
務
時
間
内
ニ
於
テ
事

務
ノ
状
況
ヲ
見
計
ヒ
練
習
ヲ
為
サ
シ
メ
、
約
十
日
間
ニ
一
回
試
験
ヲ
執
行
セ

シ
モ
、
三
十
七
年
二
月
日
露
戦
ヲ
宣
セ
ラ
レ
累
月
重
日
駸
々
ト
シ
テ
貯
金
事

務
ノ
大
激
増
ヲ
来
シ
、
前
途
ノ
発
展
計
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
、

吏
員
ノ
計
算
能
力
ヲ
一
層
発
達
セ
シ
ム
ル
ノ
急
務
ナ
ル
ヲ
認
メ
、
五
分
ヲ
四

分
ニ
短
縮
シ
、
且
ツ
任
意
ノ
練
習
ハ
到
底
短
期
間
ニ
慣
熟
ヲ
期
シ
難
キ
ヲ
実

験
シ
タ
ル
ニ
依
リ
、
毎
日
退
庁
後
一
時
間
ハ
居
残
練
習
ヲ
為
サ
シ
メ
、
尚
ホ

大
祭
休
日
ニ
廃
休
出
勤
ヲ
命
シ
練
習
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
シ
、
之
ヲ
確
実
ニ
励

行
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
教
導
ノ
為
メ
毎
日
交
代
ニ
部
長
ヲ
付
シ
練
磨
ニ
努
メ
シ

メ
、
一
週
一
回
土
曜
日
ニ
於
テ
試
験
ヲ
執
行
シ
、
及
第
者
ハ
翌
日
曜
ノ
廃
休

ヲ
免
除
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
採
リ
…
…

   

伝
票
一
〇
〇
枚
の
計
算
を
五
分
で
終
え
る
基
準
を
達
成
す
る
ま
で
、
休
憩
時
間
や

居
残
り
で
練
習
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
開
始
後
の
業
務
増
大
に
伴
い
、
目
標

を
四
分
に
引
き
上
げ
て
、
休
日
に
も
出
勤
（
廃
休
）
さ
せ
て
練
習
さ
せ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
土
曜
日
に
部
長
の
前
で
試
験
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
格
す
れ
ば
日

曜
日
は
休
み
、
合
格
し
な
け
れ
ば
「
廃
休
」
で
あ
る
。
先
述
岡
田
き
ん
談
話
の
「
御

承
知
の
通
り
管
理
所
は
休
日
と
申
す
は
元
日
一
日
丈
け
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
廃

休
」
慣
習
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
雇
員
が
「
廃
休
」

さ
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
〇
月
二
四
日
か

ら
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
二
月
四
日
ま
で
の
、
高
橋
楽
と
い
う
雇
員
の
「
女

子
雇
員
服
務
通
知
簿

（
（4
（

」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
〇
四
日

間
分
の
う
ち
高
橋
が
出
勤
し
て
い
る
の
は
七
三
日
で
、「
廃
休
」
欄
に
記
載
は
な
い
。

年
末
年
始
は
一
二
月
二
九
日
か
ら
一
月
六
日
ま
で
休
ん
で
い
る
。
基
準
を
達
成
し
た

も
の
は
休
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

珠
算
の
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
貯
金
部
局
で
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）

年
に
珠
算
の
技
能
を
競
わ
せ
る
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
〇
八
（
明

治
四
一
）
年
か
ら
定
例
化
し
、
伝
票
計
算
、
暗
算
な
ど
各
種
の
競
技
が
あ
っ
た

（
（4
（

。

表
七
は
珠
算
競
技
会
に
お
け
る
伝
票
計
算
優
秀
者
の
一
覧
で
あ
る
が
、
女
性
名
と
男

性
名
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
年
ま
で
、
完
全
に「
女
性
の
仕
事
」

と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
優
秀
者

清
水
を
美
喜
と
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
か
ら
二
五
（
大
正
一
四
）
年
ま
で
三

連
覇
し
て
い
る
三
木
を
美
喜
は
同
一
人
物
で
あ
る
が
、
彼
女
に
つ
い
て
は
第
四
節
で

開催年月 記録 氏名
1908（明治 41）年 2 月 4 分 20 秒 貝塚ろく
1908（明治 41）年 11 月 1 分 55 秒 端山千代
1910（明治 43）年 5 月 4 分 00 秒 清水を美喜
1911（明治 44 年）6 月 4 分 10 秒 端山千代
1912（明治 45 年）3 月 4 分 00 秒 渡邊みね
1913（大正 2 年）3 月 3 分 30 秒 大島兼次郎
1914（大正 3 年）3 月 3 分 35 秒 大島兼次郎
1915（大正 4 年）10 月 3 分 45 秒 森りう
1921（大正 10 年）3 月 3 分 36 秒 富本ヨシ
1922（大正 11 年）3 月 3 分 57 秒 三木を美喜
1923（大正 12）年 4 月 3 分 47 秒 三木を美喜
1925（大正 14）年 11 月 3 分 34 秒 三木を美喜
1926（大正 15 年）11 月 3 分 32 秒 本多得雄
1931（昭和 6）年 2 月 3 分 27 秒 平林しず
1935（昭和 10）年 3 月 3 分 19 秒 平林しず
1936（昭和 11）年 10 月 3 分 17 秒 古賀ユキ
1939（昭和 14）年 10 月 3 分 8 秒 田沢よし
1940（昭和 15）年 11 月 2 分 50 秒 古賀ユキ
1942（昭和 17）年 11 月 3 分 16 秒 寺沢清

表7　珠算競技会における伝票算の優秀者

出典：竹内乙彦・溝江清著『そろばん物語』（同文館出
版部，1943 年）

註記：1908 年のみ伝票 100 枚，他は 200 枚の計算時間
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み
る
。

　

人
員
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
労
働
す
る
部
屋
の
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
は
、
郵
便

貯
金
局
自
身
が
次
の
よ
う
に
認
め
て
い
る

（
（5
（

。

計
査
掛
受
入
証
拠
書
整
理
機
関
ノ
如
キ
ハ
一
ケ
月
八
十
万
口
ニ
垂
ン
ト
ス
ル

預
入
報
告
書
ヲ
当
月
分
及
前
月
決
算
着
手
中
ノ
モ
ノ
二
ヶ
月
分
ヲ
併
セ
テ
格

納
セ
ル
厖
大
ナ
ル
証
拠
書
保
管
箱
拾
数
個
ノ
収
容
ヲ
要
シ
、
而
モ
該
事
務
ニ

従
事
ス
ル
吏
員
ハ
二
三
ノ
監
督
者
ヲ
除
キ
他
ハ
総
テ
女
子
ニ
シ
テ
、
諸
務
劇

忙
ノ
結
果
一
年
ノ
久
シ
キ
ニ
亘
レ
ル
期
間
、
長
時
間
居
残
勤
務
ニ
服
シ
休
日

ト
雖
モ
廃
休
執
務
セ
シ
メ
タ
ル
為
メ
、
神
心
萎
靡
シ
稍
モ
ス
レ
ハ
頭
重
眩
暈

ヲ
惹
起
シ
、
時
ニ
或
ハ
脳
貧
、
充
血
ノ
両
症
ヲ
起
シ
、
若
ク
ハ
呼
吸
器
疾
患

ノ
為
メ
薬
餌
ニ
親
ム
者
続
出

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
部
屋
の
配
置
換
え
が
行
わ
れ
、
よ
う
や
く
状
況
は

改
善
し
た
と
い
う
。
第
一
節
で
み
た
と
お
り
、
女
性
の
み
を
隔
離
し
た
部
屋
で
労
働

さ
せ
る
た
め
、
そ
の
部
屋
の
広
さ
は
女
性
雇
員
増
加
の
制
約
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
女
性
雇
員
を
増
加
さ
せ
た
た
め
、
空
間
が
狭
隘
化
し
、
環
境
が

悪
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
空
間
的
隔
離
が
そ
の
後
も
続
い
た
の
か
ど
う
か
は
い

ま
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
は
な
い
）。

　

さ
て
、
判
任
官
に
登
用
さ
れ
た
女
性
た
ち
は
、
そ
の
後
ど
の
く
ら
い
の
期
間
貯
金

部
局
に
勤
務
し
、
ど
の
程
度
の
給
与
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

知
る
た
め
に
、
内
閣
印
刷
局
『
職
員
録
』
の
、
逓
信
省
貯
金
部
局
（
本
所
・
支
所
）

の
判
任
官
（
当
初
は
通
信
手
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
以
降
、
書
記
補
な
い
し

書
記
）の
人
名
の
な
か
か
ら
、
女
性
と
思
わ
れ
る
も
の
二
三
四
名
を
抽
出
し
た
。『
職

員
録
』
に
は
性
別
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
抽
出
の
基
準
は
、
名
前
が
仮
名
で
あ

る
か
、「
子
」
で
終
わ
る
者
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
史
料
か
ら
女
性
と
確
定
で
き
る
も

の
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
女
性
勤
務
者
数
よ
り
は
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
（
な
お
、
雇
員
は
職
員
録
に
掲
載
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
作
業
は
で
き
な
い
）。

前
年
度
と
比
し
て
給
与
水
準
が
同
レ
ベ
ル
で
姓
の
み
が
変
化
し
て
い
る
も
の
は
、
同

一
人
物
が
改
姓
し
た
も
の
と
み
な
し
た
。
改
姓
と
判
断
し
た
も
の
は
六
名
で
、
こ
れ

が
婚
姻
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
婚
姻
後
も
勤
務
を
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
勤
務
地
は
、

当
初
東
京
、
大
阪
支
所
、
下
関
支
所
で
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
福
岡
支
所

が
加
わ
る
。
同
一
勤
務
地
で
の
勤
務
が
大
部
分
だ
が
、
大
阪
か
ら
下
関
、
下
関
か
ら

福
岡
の
異
動
も
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
女
性
名
抽
出
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
実
際
の
女
性
勤
務
者
に
比
べ
て
少

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
表
4
、
5
な
ど
で
用
い
た
『
逓
信
省
年
報
』
が
示

す
男
性
・
女
性
の
官
吏
・
雇
員
の
数
は
年
度
末
の
も
の
で
、『
職
員
録
』
は
五
月
な

い
し
七
月
時
点
の
在
籍
者
を
示
す
た
め
、
ず
れ
が
発
生
す
る
。
こ
の
抽
出
作
業
で
ど

の
程
度
の
女
性
を
拾
え
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
両
者
を
比
較
し
て
表
8
を
作

年次 抽出人数 「年報」数値 捕捉率 初出人数 消滅人数

1907（明治 40）年 40 55 73% ― ―

1908（明治 41）年 48 62 77% 17 9

1909（明治 42）年 54 70 77% 18 12

1910（明治 43）年 50 74 68% 17 21

1911（明治 44）年 53 82 65% 10 7

1912（明治 45）年 69 86 80% 22 6

1913（大正 2）年 66 86 77% 17 20

1914（大正 3）年 68 79 86% 18 16

1915（大正 4）年 63 80 79% 11 16

1916（大正 5）年 66 88 75% 16 13

1917（大正 6）年 74 102 73% 23 15

1918（大正 7）年 78 159 49% 25 21

表8　『職員録』からの女性人名抽出数と『逓信省年報』記載数値の比較

出典：『逓信省年報』『職員録』各年度
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成
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
み
何
ら
か
の
事
情
で
捕
捉

率
が
落
ち
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
約
七
割
～
八
割
が
拾
え
て
い
る
。
ま
た
、
各
年

度
の
初
出
（
当
該
期
間
の
入
職
者
）
と
消
滅
（
当
該
期
間
の
離
職
者
）
を
見
る
と
、

毎
年
一
定
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　

さ
て
、
勤
続
年
数
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
判
任
官
在

職
女
性
四
〇
人
の
そ
の
後
の
変
化
を
表
9
に
示
し
た
。
三
年
後
の
一
九
一
〇
（
明
治

四
三
）
年
に
は
半
数
以
下
に
減
少
し
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
ま
で
在
職
し
て
い

る
も
の
は
八
分
の
一
の
五
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
っ
た
ん
貯
金
部
局
の
判
任
官
と

在職者数 前年減

1907 年 40

1908 年 31 9

1909 年 26 5

1910 年 16 10

1911 年 15 1

1912 年 13 2

1913 年 13 0

1914 年 11 2

1915 年 8 3

1916 年 6 2

1917 年 5 0

1918 年 5 0

表9　1907年判任官在職女性の
年次別在職数

出典：『職員録　甲』各年度出典：『職員録　甲』各年度

採用年次 人数

1907（明治 40）年 5

1908（明治 41）年 3

1909（明治 42）年 2

1910（明治 43）年 2

1911（明治 44）年 2

1912（明治 45）年 4

1913（大正 2）年 3

1914（大正 3）年 10

1915（大正 4）年 7

1916（大正 5）年 14

1917（大正 6）年 23

合計 75

表10　1917年判任官在職女性の
『職員録』初出年次

し
て
は
名
前
が
見
い
だ
せ
な
く
な
り
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
現
れ
る
も
の
が
二
人
い
る

（
一
人
は
初
回
登
用
者
の
菅
沼
と
よ
、
も
う
一
人
は
下
関
支
局
勤
務
の
有
川
マ
ス
）。

こ
の
間
、
ほ
か
の
部
局
で
勤
務
し
て
い
た
可
能
性
と
、
い
っ
た
ん
離
職
し
て
復
職
し

た
可
能
性
の
双
方
が
あ
る
。
二
年
以
上
継
続
勤
務
す
れ
ば
逓
信
省
内
の
ほ
か
の
判
任

官
に
転
じ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た

（
（5
（

。

　

表
10
は
、
反
対
に
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
在
籍
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
年

度
か
ら
『
職
員
録
』
に
名
前
が
現
れ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
九
一
八
年
は

先
に
み
た
通
り
何
ら
か
の
理
由
で
捕
捉
率
に
問
題
が
あ
る
の
で
そ
の
前
年
を
と
っ

た
）。
第
一
次
大
戦
中
の
人
員
増
大
期
で
あ
る
一
九
一
七
年
で
は
、
当
該
年
度
と
そ

の
前
年
の
任
用
者
で
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
総
じ
て
、『
職
員
録
』

に
名
前
が
見
え
る
前
に
数
年
間
の
雇
員
と
し
て
の
勤
務
期
間
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ

れ
を
合
算
し
た
と
し
て
も
、
十
年
連
続
し
て
勤
務
す
る
も
の
は
少
数
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
短
期
勤
続
は
、
熟
練
形
成
上
、
雇
用
側
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
下
村
宏
郵
便
貯
金
局
長
は
、
新
聞
に
次
の
よ
う
な
談
話
を
残
し
て
い

る
。

男
子
よ
り
は
給
料
が
安
い
の
で
、
安
い
割
合
に
は
役
に
立
つ
、
唯
十
七
八
か

ら
二
十
一
二
歳
ま
で
勤
め
て
漸
く
熟
練
の
域
に
入
ら
う
と
す
る
と
、
結
婚
や

其
の
他
の
事
情
で
辞
職
す
る
者
が
多
い
に
は
困
る
、
女
の
事
務
員
も
嫁
入
仕

度
や
、
一
時
の
方
便
で
な
く
て
、
一
生
涯
の
仕
事
と
し
て
勤
め
る
覚
悟
が
あ

り
さ
へ
す
れ
は
、
今
後
益
男
の
領
分
内
に
食
込
む
事
が
出
来
や
う
と
云
つ
た

（
（5
（

　

男
性
に
比
し
て
、
給
与
が
低
い
こ
と
は
あ
か
ら
さ
ま
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
は
「
結
婚
」
が
勤
続
年
数
が
短
い
理
由
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
男
性
の
勤
続
年
数
は
長
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
11
は
、
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
の
通
信
手
・
雇
員
の
異
動
状
況
で
あ
る
。
通
信
手
定
員
に
対
す
る
任
命
と

転
免
の
割
合
は
、
男
女
通
算
し
て
三
割
を
超
え
る
（
残
念
な
が
ら
男
女
内
訳
は
わ
か

ら
な
い
）。
雇
員
男
性
も
四
〇
％
以
上
が
離
職
し
て
い
る
。
貯
金
部
局
の
判
任
官
・
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任命（A） 転免（B） 定員（C） A/C B/C

通信手 168 135 449 37.4% 30.1%

雇員（男） 730 512 1195 61.1% 42.8%

雇員（女） 447 425 798 56.0% 53.3%

表 11　1909（明治 42）年　郵便為替貯金管理所所属通信手・
雇員の任命・異動人数

出典：『郵便貯金局事業功程概要報告　明治 42 年』

雇
員
は
、
実
態
と
し
て
、
男
性
も
女
性

も
長
期
勤
続
す
る
職
場
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
貯
金
局
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
経

済
界
不
振
以
来
吏
員
ノ
供
給
漸
次
過
多

ヲ
告
ケ
之
カ
需
要
ハ
漸
次
減
少
ヲ
来
セ

ル
ニ
拘
ラ
ス
猶
前
掲
ノ
如
ク
吏
員
ノ
定

員
ニ
対
比
シ
任
免
人
員
ノ
数
甚
タ
多
キ

ハ
以
テ
吏
員
ノ
勤
続
期
間
ノ
短
キ
ヲ
反

証
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
相
当
優
遇
ノ
方

法
ヲ
講
シ
職
務
ニ
趣
味
ヲ
持
タ
シ
メ
多

年
勤
続
シ
テ
事
務
ニ
慣
熟
セ
シ
ム
ル
ハ

計
算
事
務
ヲ
主
ト
ス
ル
当
局
ニ
於
テ
特

ニ
其
ノ
必
要
急
切
ナ
リ
ト
ス

（
（5
（

」
と
い

う
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
問

題
意
識
に
男
性
と
女
性
の
区
別
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。

　

女
性
の
判
任
官
任
用
時
点
の
報
道
で

も
将
来
的
な
結
婚
が
、家
族
の
希
望
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
節
で
み
た
。

そ
し
て
、「
女
性
は
結
婚
に
よ
り
短
期
で
離
職
す
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、
例
え
ば

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
女
性
向
け
職
業
案
内
書

（
（5
（

の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

ク
リ
シ
ェ
化
し
て
い
る
。

判
任
官
と
な
る
道
は
い
く
ら
も
あ
る
が
何
れ
も
尠
な
く
も
六
七
年
以
上
十
年

位
の
勤
続
を
要
し
且
つ
成
績
が
良
く
な
け
れ
ば
な
れ
ぬ
と
云
ふ
処
か
ら
男
子

と
違
ひ
肝
心
な
結
婚
云
ふ
大
問
題
を
前
に
控
へ
て
居
る
処
女
が
大
部
分
を
占

め
て
居
る
為
め
に
折
角
事
務
に
慣
れ
て
来
た
処
で
大
概
は
中
途
退
職
を
申
出

で
る
人
が
多
い
。

　

こ
れ
を
、
雑
誌
『
成
功
』
の
以
下
の
記
述
と
比
較
し
て
見
よ

（
（5
（

。

普
通
の
判
任
官
と
な
る
と
…
…
（
中
略
）
…
…
其
結
局
は
軈
て
老
朽
を
以
て

淘
汰
せ
ら
れ
、
僅
か
の
恩
給
を
貰
つ
て
余
生
を
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
始

末
、
実
際
甚
だ
つ
ま
ら
ぬ
者
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
故
に
成
る
可
く
其
位
置

を
得
て
居
る
間
に
専
心
勉
強
し
て
、
他
日
に
安
全
の
資
格
を
作
り
置
く
事
が

肝
要
で
あ
る
と
信
ず
る
。

   

男
性
向
け
の
「
立
身
出
世
」
雑
誌
で
あ
る
『
成
功
』
読
者
に
と
っ
て
、
判
任
官
は

魅
力
的
で
は
な
く
、で
き
れ
ば
早
い
う
ち
に
転
職
す
べ
き
仕
事
で
あ
っ
た
の
だ
。「
は

じ
め
に
」
で
触
れ
た
通
り
、
当
時
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
市
場
は
流
動
的
で
、
男

性
判
任
官
と
い
え
ど
も
長
期
勤
続
が
一
般
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に

は
、
男
性
に
と
っ
て
も
女
性
に
と
っ
て
も
、
下
級
の
判
任
官
は
民
間
に
比
し
て
魅

力
あ
る
職
場
で
は
な
く
、
離
職
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
女
性
に
関
し
て

の
み
、
結
婚
が
長
期
勤
続
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
低
賃
金
と
労
働
環

境
、
そ
し
て
行
政
整
理
基
調
の
な
か
で
「
老
朽
淘
汰
」
さ
れ
る
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、

女
性
の
短
期
離
職
の
原
因
が
結
婚
の
み
に
帰
さ
れ
る
の
は
、
単
に
「
女
性
は
結
婚
し

た
離
職
す
る
」
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
か
か
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
だ
け
で

は
な
く
、「
男
性
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
な
い
職
場
で
も
女
性
に
と
っ
て
は
結
婚
が

障
害
と
な
ら
な
け
れ
ば
長
期
勤
続
す
る
は
ず
の
職
場
で
あ
る
」
と
い
う
労
働
条
件
に

か
か
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
も
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

   

男
性
に
比
し
て
低
い
と
下
村
宏
局
長
に
よ
っ
て
公
言
さ
れ
て
い
る
女
性
の
給
与
水

準
で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
判
任
官
の
給
与
は
俸
給
表
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
る
の
が
原
則
だ
が
、
月
俸
三
〇
円
未
満
の
判
任
官
に
つ
い
て
は
「
級
俸

ニ
拘
ラ
ス
適
宜
ノ
金
額
ヲ
定
メ
之
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
」
が
可
能
で
あ
り

（
（5
（

、
通
信
手

（
の
ち
書
記
補
）
の
月
俸
額
は
一
円
刻
み
で
三
〇
円
ま
で
は
動
か
せ
た
。『
職
員
録
』

に
も
級
で
は
な
く
、「
月
○
円
」
と
い
う
形
式
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

表
12
は
『
職
員
録
』
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
貯
金
部
局
女
性
判
任
官
の
給
与
水
準

で
あ
る
。
平
均
給
与
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
年

は
、
職
名
が
「
通
信
手
」
か
ら
「
書
記
補
」
に
変
更
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
全
体
と
し
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年次 平均金額 最高額
初任給

最高 最低

1907（明治 40）年 14.3 18 18 13

1908（明治 41）年 14.8 19 18 13

1909（明治 42）年 14.9 20 16 13

1910（明治 43）年 16.8 23 16 12

1911（明治 44）年 17.6 24 19 13

1912（明治 45）年 17.4 24 16 12

1913（大正 2）年 17.8 25 17 11

1914（大正 3）年 17.7 25 17 11

1915（大正 4）年 17.6 26 17 13

1916（大正 5）年 17.5 26 16 12

1917（大正 6）年 17.1 27 17 12

1918（大正 7）年 17.6 29 17 12

表12　貯金部局女性判任官の月給（単位：円）

図4　長期勤続者3名の昇給状況

出典：『職員録』各年度

出典：『職員録』各年度

て
俸
給
が
上
に
シ
フ
ト
し
た
。
し
か
し
、
勤
続
年
数
が
短
い
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て

昇
給
す
る
者
は
少
な
く
、
以
後
ほ
ぼ
横
ば
い
で
若
干
の
低
下
傾
向
を
見
せ
、
そ
の
年

に
判
任
官
に
昇
進
し
た
初
任
給
の
最
高
額
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移
す
る
。
最
高
額

の
俸
給
は
長
期
勤
続
者
の
俸
給
で
あ
る
が
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
度
以
降
伸

び
幅
は
少
な
い
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
月
俸
二
九
円
に
達
す
る
の
は
、
最

初
の
任
用
者
の
一
人
、
岡
田
は
る
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
、
岡
田
は
は
じ
め
て

「
書
記
補
」
か
ら
「
書
記
」
に
昇
進
し
た
。
こ
の
年
お
な
じ
く
書
記
に
昇
進
し
た
の

が
、
三
木
（
旧
姓
清
水
）
を
美
喜
で
あ
り
、
三
木
の
判
任
官
任
用
は
一
九
一
一
（
明

治
四
四
）
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
業
績
に
よ
っ
て
先
任
者
を
追
い
越
す
こ
と
は
可
能

で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、最
初
の
任
用
者
の
一
人
で
あ
る
和
久
井
み
ね
と
、

岡
田
は
る
、
三
木
を
美
喜
の
昇
給
過
程
を
示
し
た
も
の
が
図
4
で
あ
る
。

　

一
方
、
男
性
の
昇
給
は
い
か
な
る
状
況
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
貯
金
部
局
の
男

性
判
任
官
全
体
に
つ
い
て
集
計
す
る
の
は
本
稿
の
課
題
を
超
え
る
の
で
、
さ
し
あ
た

り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
在
職
し
て
い
た
判
任
官
の
う
ち
、
さ
き
ほ
ど

の
基
準
に
よ
り
「
女
性
」
と
判
断
し
た
も
の
を
除
い
た
も
の
の
な
か
で
、
同
年
の
女

性
判
任
官
と
同
一
の
給
与
水
準
に
あ
る
も
の
（
月
俸
一
三
円
～
一
八
円
）
の
層
が
、

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
職
員
録
で
ど
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
か
を
検
討
す
る
と
、

二
七
五
名
中
、
郵
便
貯
金
局
に
在
籍
し
て
い
る
者
は
三
五
名
で
あ
る
。
逓
信
省
内
他

部
局
に
転
じ
た
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
同
一
部
局
に
長
期
勤
続
す
る
こ
と
は

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
女
性
と
違
う
の
は
昇
進
・
昇
給

の
程
度
で
あ
る
。
三
五
名
中
二
七
名
は
す
で
に
書
記
に
昇
進
し
て
お
り
、
月
俸
は
最

高
で
七
級
俸
（
月
俸
四
〇
円
）
で
、
岡
田
は
る
よ
り
一
一
円
高
い
。
ま
た
、
一
四
名

図４ 長期勤続者 3名の昇給状況 

 

出典：『職員録』各年度。 
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が
一
九
〇
七
年
時
点
と
異
な
る
本
支
所
に
勤
務
し
て
お
り
、
男
性
の
場
合
は
転
勤
が

よ
り
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
仮
に
長
期
に
勤
続
し
た
と
し
て
も
、
女
性
の
昇
給
・
昇
進
が
男
性
よ

り
も
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

❹
長
期
勤
続
者
の
一
例
―「
そ
ろ
ば
ん
の
天
才
」三
木
を
美
喜
の
場
合

　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
職
業
案
内
書
『
現
代
女
子
職
業
読
本
』

は
、
そ
の
冒
頭
に
「
逓
信
省
貯
金
局
」
の
一
節
を
置
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ

う
な
叙
述
が
あ
る

（
（5
（

。

こ
ゝ
の
勤
続
年
数
は
平
均
し
て
五
六
年
と
い
ふ
所
で
一
体
に
長
い
の
で
す
。

有
名
な
三
木
み
き
さ
ん
な
ど
勿
論
判
任
官
で
し
た
が
三
十
年
も
勤
続
し
た
一

人
で
す
…
…
（
中
略
）
…
…
こ
ゝ
の
人
の
退
職
原
因
中
結
婚
の
た
め
に
退
職

す
る
人
が
少
い
の
を
見
て
も
解
り
ま
す
が
、
最
近
は
殊
に
結
婚
し
て
も
勤
め

る
風
が
盛
で
、
子
供
が
出
来
る
ま
で
は
殆
ど
結
婚
し
て
も
勤
め
る
さ
う
で
す
。

子
供
が
出
来
て
も
家
に
手
の
あ
る
人
は
相
変
ら
す
皆
勤
め
て
ゐ
る
さ
う
で
す
。

…
…
（
中
略
）
…
…
こ
ゝ
の
事
務
員
達
は
結
婚
し
て
も
勤
め
る
こ
と
は
差
支

へ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
判
任
官
や
、
事
務
員
の
上
の
人
は
半

分
近
く
は
既
婚
者
で
す
。
一
時
景
気
の
い
ヽ
時
代
、
こ
ゝ
の
事
務
員
が
ひ
つ

こ
ぬ
か
れ
て
行
く
の
で
、
局
員
同（

マ
マ
）志

結
婚
さ
し
て
、
生
活
安
定
の
一
助
と
す

る
こ
と
に
な
り
奨
励
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
世
の
中
が
違
つ
て
き
ま
し
た

の
で
、
も
し
局
員
同
志
結
婚
し
た
ら
一
方
は
よ
し
て
貰
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ

る
さ
う
で
す
。
こ
ヽ
で
は
婦
人
で
も
書
記
に
な
れ
ば
班
長
と
い
ふ
の
に
な
り

ま
す
。
す
る
と
一
班
三
四
十
人
の
人
に
対
し
て
全
責
任
を
負
ふ
か
は
り
、
又

仕
事
の
上
に
は
絶
対
権
利
を
も
つ
て
ゐ
ま
す
。
で
す
か
ら
大
の
男
を
大
勢
あ

ご
で
使
ふ
人
が
随
分
あ
る
か
ら
愉
快
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
こ
に
は
、
昭
和
初
期
の
状
況
と
し
て
、
貯
金
局
は
女
性
の
職
場
の
中
で
は
比

較
的
勤
続
年
数
が
長
い
（
そ
れ
で
も
五
～
六
年
で
あ
る
）、
女
性
で
も
「
班
長
」
に

な
れ
ば
男
性
職
員
も
部
下
と
し
て
指
揮
す
る
、
と
い
っ
た
興
味
深
い
情
報
が
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
状
況
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
は
第
一
次
世
界
大
戦
期
を
下
限
と
す
る

本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
が
、
既
婚
者
で
も
勤
続
す
る
こ
と
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も

「
家
に
手
の
あ
る
人
」
は
勤
務
を
続
け
る
こ
と
、
局
員
の
男
女
の
結
婚
を
奨
励
し
て

い
た
時
期
が
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
勤
務
形
態
に
か
か
わ
る
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
有
名
な
三
木
み
き
さ
ん
」
な
る
人
物
が
、
特
に
読
者
に
対
し

て
説
明
す
る
こ
と
も
な
く
、
こ
う
し
た
長
期
勤
続
者
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
、
当
該
人
物
が
貯
金
局
の
女
性
職
員
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
、
広

く
世
に
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
言
う
「
三
木
み
き
」
は
、
す
で
に
本
稿
で
も
何
度
か
名
前
が
出
て
い
る
三

木
を
美
喜
（
旧
姓
清
水
）
の
こ
と
で
あ
る
。
複
数
の
回
想
か
ら
そ
の
生
涯
を
た
ど
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

を
美
喜
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
二
月
一
五
日
、
東
京
市
京
橋
区
霊
岸
島

浜
町
に
、
呉
服
屋
の
末
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
三
月
高
等

小
学
校
を
卒
業
し
た

（
（5
（

。
卒
業
後
に
を
美
喜
が
逓
信
省
郵
便
貯
金
為
替
管
理
所
の
雇

員
と
な
っ
た
理
由
を
、
を
美
喜
自
身
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

（
（5
（

。

当
時
我
国
は
ロ
シ
ア
と
戦
争
中
で
、
娘
な
が
ら
も
何
か
御
国
の
為
に
働
き
た

い
と
思
い
従
軍
看
護
婦
を
志
願
し
た
と
こ
ろ
、
十
五
歳
と
い
う
年
齢
制
限
で
、

希
望
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
は
り
何
か
御
国
の
為
に
も
と
思
い
、

丁
度
友
人
が
勤
め
て
お
り
ま
し
た
貯
金
局
で
は
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
い
る
と

聞
き
、
少
な
か
ら
ず
そ
ろ
ば
ん
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
早
速
入
局
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

逓
信
省
女
性
雇
員
の
採
用
年
齢
下
限
は
、
第
一
節
で
み
た
通
り
十
三
歳
で
あ
っ
た

か
ら
、
高
等
小
学
校
卒
の
を
美
喜
に
は
募
集
に
応
じ
る
資
格
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
も
と
も
と
そ
ろ
ば
ん
に
「
興
味
」
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
そ
れ
を
後
押
し
し
た
。

　

貯
金
部
局
の
業
務
が
繁
忙
か
つ
過
酷
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
節
で
触
れ
た
が
、
こ
の



321

[逓信省における女性の雇員と判任官]……松沢裕作

点
に
つ
い
て
を
美
喜
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る

（
（6
（

。

毎
年
三
月
に
な
り
ま
す
と
、
一
年
分
の
利
子
計
算
元
利
合
計
の
現
在
高
算
出

の
、
年
度
決
算
を
す
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
お
互
い
に
競
争
と
な

り
ま
す
。
朝
は
四
時
に
起
き
ま
し
て
上
野
駅
ま
で
歩
き
（
当
時
は
谷
中
に
住

ん
で
お
り
ま
し
た
）
局
に
六
時
に
つ
き
、
守
衛
さ
ん
に
門
を
開
け
て
頂
き
す

ぐ
お
部
屋
に
ま
い
り
ま
し
て
カ
ー
ド
を
机
の
上
に
積
み
上
げ
ま
す
と
、
も
う

夢
中
に
な
り
、
計
算
の
合
わ
ぬ
時
な
ど
は
食
事
も
忘
れ
、
上
司
の
方
が
、
終

電
が
な
く
な
る
か
ら
早
く
帰
り
な
さ
い
と
言
わ
れ
る
迄
、
時
間
の
た
つ
の
も

判
ら
な
く
な
る
事
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。
こ
う
な
る
と
も
う
家
に
帰
る
の
は

午
前
一
時
近
く
に
も
な
り
、
ま
た
、
朝
は
四
時
起
き
と
い
う
生
活
が
一
ヶ
月

近
く
も
続
き
ま
し
た

　

勤
務
時
間
の
長
さ
と
と
も
に
競
争
的
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、

を
美
喜
は
そ
れ
に
「
夢
中
」
に
な
り
、
適
応
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ

し
て
、
を
美
喜
は
珠
算
競
技
会
で
好
成
績
を
お
さ
め
、
そ
の
珠
算
の
技
能
の
高
さ
を

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
再
び
回
想
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
（6
（

。

能
率
向
上
の
意
味
で
明
治
四
十
一
年
二
月
第
一
回
の
競
技
会
を
、
同
年
十
一

月
に
第
二
回
を
開
催
さ
れ
、
朝
野
の
名
士
を
招
き
其
効
果
を
世
間
に
発
表
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
も
此
の
珠
算
に
は
或
る
因
縁
の
あ
つ
た
者
と
で

も
申
し
ま
し
や
う
か
、
幸
ひ
に
も
競
技
会
に
於
て
特
別
一
級
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
此
時
の
喜
ば
し
さ
は
拝
命
二
十
七
年
間
を
通
じ
之
を
置
て
他
に

何
物
も
見
出
す
事
は
出
来
な
い
程
で
御
座
い
ま
し
た
。

　

彼
女
は
表
七
で
見
た
通
り
、
伝
票
の
計
算
競
技
で
も
四
回
の
優
勝
者
と
な
っ
て
い

る
が
、
特
に
暗
算
競
技
を
得
意
と
し
た
（「
そ
ろ
ば
ん
は
今
の
私
の
様
に
年
を
取
り

ま
す
と
指
が
か
た
く
な
っ
て
ハ
ジ
く
の
が
難
か
し
く
な
り
ま
す
が
、
暗
算
の
方
は
頭

が
ボ
ケ
る
ま
で
大
丈
夫
と
い
う
利
点
が
ご
ざ
い
ま
す

（
（6
（

」）。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）

年
に
は
、守
屋
き
わ
子
と
な
ら
ん
で
、「
貯
金
局
の
二
天
才
」と
し
て『
東
京
朝
日
新
聞
』

で
紹
介
さ
れ
て
お
り

（
（6
（

、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、
書
記
補
と
し
て
判
任
官
に

昇
進
し
た
。
月
俸
一
九
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
年
に
判
任
官
と
な
っ
て
い
る
他
の

女
性
が
一
四
円
～
一
五
円
で
あ
る
の
に
比
し
て
高
額
で
あ
る
（
表
一
二
参
照

（
（6
（

）。

　

そ
し
て
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
二
月
、
同
じ
貯
金
局
の
判
任
官
・
三
木

源
太
郎
と
結
婚
し
、
三
木
に
改
姓
す
る
。

当
時
職
場
結
婚
と
い
う
も
の
は
め
ず
ら
し
く
色
々
と
抵
抗
も
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
下
村
さ
ん
が
理
解
の
あ
る
方
で
素
晴
ら
し
い
事
だ
、
奨
励
す
る

と
い
う
事
で
、
そ
の
後
職
場
結
婚
が
急
激
に
増
え
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す

（
（6
（

。

　

こ
れ
に
か
ぎ
ら
ず
、
三
木
を
美
喜
は
、
複
数
の
箇
所
で
、
管
理
所
長
・
貯
金
局
長

下
村
宏
へ
の
感
謝
を
記
し
て
い
る
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
長
男
、
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
に
次
男
が
生
ま
れ
た
が
、
を
美
喜
は
貯
金
局
勤
務
を
続
け
た

（
（6
（

。
戦
後

に
取
材
さ
れ
た
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
「
産
後
の
休
暇
は
二
十
一
日
間
だ
け
で
、
つ
ぎ

の
日
か
ら
は
も
う
出
勤
。
家
事
は
し
ゅ
う
と
め
さ
ん
が
見
て
く
れ
た
、
と
い
っ
て
も

出
勤
前
と
帰
宅
後
の
家
事
は
お
美
喜
さ
ん
の
役
。
夜
中
に
オ
ッ
パ
イ
を
や
り
、
オ
ム

ツ
を
取
り
か
え
―
。
ご
主
人
も
よ
く
協
力
し
て
く
れ
た
そ
う
だ

（
（6
（

」と
の
こ
と
で
あ
る
。

姑
に
あ
た
る
源
太
郎
の
母
が
家
事
・
育
児
を
分
担
し
た
こ
と
は
、『
現
代
職
業
読
本
』

の
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
「
家
に
手
の
あ
る
人
」
は
勤
務
を
続
け
る
と
い
う
記
述

と
符
合
す
る
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
、
貯
金
部
局
の
女
性
職
員
と
し
て
は
初
め
て
書
記
補

か
ら
書
記
に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
一
（
大
正

一
〇
）
年
に
、
名
古
屋
貯
金
支
局
の
設
置
に
伴
い
、
夫
三
木
源
太
郎
と
も
に
名
古
屋

貯
金
支
局
勤
務
と
な
る
。
翌
年
に
は
東
京
に
戻
っ
て
い
る

（
（6
（

。

　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
七
月
に
は
、『
婦
人
倶
楽
部
』
の
「
減
俸
時
代
家
政
切

り
廻
し
相
談
会

（
（6
（

」
な
る
座
談
会
記
事
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
政
党
浜
口
内

閣
が
金
解
禁
に
向
け
た
緊
縮
財
政
の
一
環
と
し
て
官
吏
の
減
俸
を
打
ち
出
し
た
こ
と

を
う
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
座
談
会
の
基
調
は
、
官
吏
の
妻
た
ち
が
「
減
俸
」
を
受

け
て
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
家
計
を
や
り
く
り
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
座
談
会
に
は
を
美
喜
の
発
言
は
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
発
言
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が
な
か
っ
た
の
か
、
発
言
し
た
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た

し
か
に
を
美
喜
は
官
吏
の
妻
で
は
あ
る
が
、自
身
も
減
俸
対
象
と
な
る
官
吏
で
あ
り
、

い
さ
さ
か
場
違
い
の
感
は
否
め
な
い
。
特
に
、
一
九
三
一
年
の
減
俸
に
際
し
て
は
、

逓
信
省
で
は
反
対
運
動
が
組
織
さ
れ
て
お
り

（
（7
（

、
為
替
貯
金
局
で
も
判
任
官
の
反
対

運
動
発
生

（
（7
（

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

翌
一
九
三
二
（
昭
和
七
月
）
年
一
月
に
三
男
が
生
ま
れ
る
と
、「
子
ど
も
を
見
て

呉
れ
る
人
が
居
り
ま
せ
ん
の
で
、
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
年
の
三
月
に
貯

金
局
を
去
り
ま
し
た
」。
こ
の
と
き
、
源
太
郎
の
母
た
つ
は
す
で
に
高
齢
で
あ
り
、

子
ど
も
の
世
話
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
と
い
う

（
（7
（

。
離
職
直
前
、
昭

和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
一
日
現
在
の
職
員
録

（
（7
（

に
よ
れ
ば
、
三
木
を
美
喜
は
貯

金
局
第
二
貯
金
課
第
七
原
簿
係
静
岡
一
班
長

（
（7
（

、
書
記
・
判
任
官
三
級
・
従
七
位
勳

八
等
。
彼
女
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
女
性
判
任
官
任
用
開
始
時
に
予
言

さ
れ
た
、「
叙
位
叙
勲
」
を
た
し
か
に
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
級
俸
は

こ
の
時
点
の
第
七
原
簿
掛
で
最
高
で
あ
る
が
、
係
長
は
五
級
の
則
武
登
吉
で
男
性
と

み
ら
れ
る
。
同
掛
班
長
は
ほ
か
に
二
人
い
る
が
、
い
ず
れ
も
男
性
と
思
わ
れ
る
名
前

で
あ
る
。
女
性
が
「
係
長
」
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
、
夫
源
太
郎
も
貯
金
局
を
や
め
、
世
田
谷
区
豪
徳

寺
に
三
等
郵
便
局
（
の
ち
特
定
郵
便
局
）
を
開
局
、
を
美
喜
も
一
九
五
〇
（
昭
和

二
五
）
年
ま
で
豪
徳
寺
駅
前
郵
便
局
に
勤
務
し
た
。
退
職
後
、
一
九
六
五
（
昭
和

四
〇
）
年
に
珠
算
技
術
の
向
上
・
貯
金
業
務
の
発
展
へ
の
寄
与
を
理
由
と
し
て
前
島

密
賞
を
受
賞
し
て
い
る

（
（7
（

。
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
、
八
四
歳
の
時
点
で
「
現

在
は
家
に
七
ヵ
月
の
ひ
孫
が
い
る
為
、
朝
か
ら
晩
ま
で
子
守
り
で
大
変
で
す
が
、

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
」
と
現
況
を
述
べ
て
い
る

（
（7
（

。
一
九
八
二
（
昭
和

五
七
）
年
三
月
一
二
日
、
満
九
十
歳
で
没
し
た

（
（7
（

。

　

を
美
喜
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
か
ら
は
、
雇
員
か
ら
判
任
官
へ
、
結
婚
・
育
児
を
経
て

長
期
勤
続
す
る
者
が
貯
金
局
に
は
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
を
可

能
に
し
た
の
は
、
三
木
を
美
喜
の
「
天
才
」
的
な
珠
算
技
術
、
刻
苦
勤
勉
と
と
も
に
、

三
世
代
同
居
に
よ
る
育
児
の
家
族
内
分
担
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
貯
金
局
を
去
っ
た

源
太
郎
・
を
美
喜
の
夫
婦
は
、
退
職
後
も
特
定
郵
便
局
長
と
し
て
、
い
わ
ば
一
つ
の

「
家
」
小
経
営
と
し
て
、
家
族
で
郵
便
事
業
に
か
か
わ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

　

こ
こ
ま
で
縷
述
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
が
示
し
え
た
結
論
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

逓
信
省
貯
金
部
局
に
お
い
て
、
女
性
が
雇
員
に
採
用
さ
れ
、
つ
い
で
判
任
官
に

任
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
官
庁
に
お
い
て
、
人
件
費
の
増
大
が

抑
制
さ
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
判
任
官
が
増
や
せ
な
い
状
況
の
な
か
で
雇
員
が
増

加
し
、
さ
ら
に
安
価
な
労
働
力
と
し
て
女
性
が
そ
こ
に
採
用
さ
れ
る
。
女
性
の
採
用

は
、
単
純
事
務
作
業
に
は
男
性
に
比
し
女
性
の
方
が
適
性
を
持
つ
、
と
い
う
性
別
職

務
分
離
観
を
伴
い
は
す
る
も
の
の
、
こ
の
職
務
分
離
観
、
つ
ま
り
「
変
化
ナ
キ
趣
味

ナ
キ
」
業
務
（
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
一
二
日
の
逓
信
省
説
明
、
第
二
節

参
照
）
か
ら
男
性
が
離
職
し
て
ゆ
く
と
い
う
状
況
は
、
民
間
と
の
待
遇
格
差
の
拡
大

に
よ
り
、
下
級
判
任
官
が
魅
力
の
な
い
職
と
な
っ
て
い
た
状
況
に
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
貯
金
部
局
の
幹
部
に
と
っ
て
も
、
性
別
職
務
分
離
観
そ
の
も
の
よ
り

も
、
民
間
労
働
市
場
と
の
競
合
が
よ
り
直
接
的
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
反
映
と

し
て
、
貯
金
部
局
の
計
算
事
務
に
お
い
て
は
、
珠
算
技
能
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
は
、
電

話
交
換
手
に
比
し
て
明
瞭
な
も
の
と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
女
性
の
判
任
官
任
用
も
ま
た
、
人
件
費

を
増
大
さ
せ
ず
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意
す
る
仕
組
み
の
一
環
で
あ
っ
た
。
日
露

戦
後
に
は
女
性
計
算
事
務
員
に
も
民
間
銀
行
等
の
需
要
が
発
生
し
て
お
り
、
労
働

市
場
に
お
い
て
官
庁
と
民
間
の
競
合
が
存
在
し
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
こ

の
女
性
任
用
を
主
導
し
た
の
は
、
第
四
節
で
み
た
三
木
を
美
喜
の
回
想
か
ら
考
え
て

も
、
郵
便
貯
金
制
度
の
研
究
の
た
め
ベ
ル
ギ
ー
に
留
学
し
、
帰
国
後
一
九
〇
四
（
明
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治
三
七
）
年
か
ら
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
ま
で
管
理
所
長
・
局
長
と
し
て
貯
金
部

局
を
率
い
て
、
カ
ー
ド
式
原
簿
の
導
入
な
ど
の
諸
改
革
に
よ
っ
て
郵
便
貯
金
拡
大
期

を
支
え
た
下
村
宏
（
海
南

（
（7
（

）
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
の
余
地
が
な
い
。

　

そ
う
し
た
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
勤
続
年
数
は
お
よ
そ
五
年
を
超
え
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
期
に
は
男
性
雇
員
・
判
任
官

の
勤
続
年
数
も
お
そ
ら
く
同
程
度
で
あ
り
、
女
性
の
短
さ
を
単
に
結
婚
に
よ
る
離
職

に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
判
任
官

を
含
む
当
該
期
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
市
場
は
流
動
的
で
あ
り
、
長
期
勤
続
は
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
。
逓
信
省
貯
金
部
局
の
女
性
事
務
職
員
が
参
入
し
た
の
は
そ
う

し
た
流
動
的
な
労
働
市
場
な
の
で
あ
り
、
男
性
に
比
し
て
低
賃
金
で
あ
る
こ
と
が
、

官
民
の
給
与
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
下
級
事
務
職
の
確
保
に
苦
慮
す
る
当
局
に
と
っ
て

魅
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
女
性
の
判
任
官
任
用
は
判
任
官
定
員
の
一
定
部
分
が
男
性

か
ら
女
性
に
置
き
換
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
男
性
の
仕
事
が
女
性
に
奪
わ
れ
る

と
い
う
文
脈
で
こ
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
が
男
性
に

と
っ
て
魅
力
な
き
職
で
あ
る
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

雇
用
側
は
熟
練
形
成
の
側
面
か
ら
、
結
婚
後
の
長
期
勤
続
に
否
定
的
で
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
実
際
に
そ
の
期
待
に
応
え
る
も
の
も
存
在
し
た
。
刻
苦
勤
勉
に
よ
っ

て
み
ご
と
に
「
期
待
」
に
応
え
た
「
天
才
」
三
木
を
美
喜
は
、
そ
う
し
た
職
員
の
代

表
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
三
木
を
美
喜
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
か
ら
は
、
夫
婦
と
も
に
判
任
官
の
共
稼
ぎ
で
あ
り
、
姑
が
育
児
を
分
担
す
る

こ
と
が
長
期
勤
続
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
従
来
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労

働
者
や
農
商
工
の
小
経
営
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
共
稼
ぎ
や
家
計
補
助
的
労
働
に

つ
い
て
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
に
つ
い
て

は
、
男
性
ブ
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ナ
ー
と
専
業
主
婦
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
近
代
家
族
」
型
の

性
別
役
割
分
業
が
主
と
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
千
本
暁
子
が
指
摘
す

る
よ
う
な
、
新
中
間
層
に
お
け
る
「
妻
は
働
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
規
範
の
問

題
と
は
別
に

（
（7
（

、
こ
う
し
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
共
稼
ぎ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、

今
後
研
究
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
貯
金
部
局
の
計
算
労
働
は
、
競
争
的
環
境
で
の
高
ス
ト
レ
ス
労
働
で
あ
っ

た
。
三
木
を
美
喜
が
貯
金
局
を
去
っ
た
直
後
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
五
月
一
一

日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、「
貯
金
局
員　

七
名
検
挙　

赤
化
計
画
暴
露
」
と

い
う
記
事
が
み
え
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
同
局
が
時
々
開
催
す
る
「
珠
算
競

技
会
」
の
成
績
が
勤
務
上
の
成
績
と
混
交
さ
れ
や
ゝ
も
す
れ
ば
身
分
進
退
に
影
響
す

る
実
情
か
ら
こ
の
競
技
会
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
事
実
に
乗
じ
局
内
赤
化
に
努
め
て

ゐ
た
」
と
い
う
理
由
で
、
全
協
系
通
労
の
貯
金
局
班
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
女
性

事
務
員
五
名
、
男
性
事
務
員
二
名
が
検
挙
さ
れ
た
と
い
う
。
第
一
次
大
戦
期
に
拡
張

し
た
貯
金
局
に
お
け
る
事
務
労
働
の
そ
の
後
の
あ
り
方
や
、
そ
う
し
た
中
で
の
男
女

の
事
務
職
員
が
抱
え
た
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

（
1
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
九
年
七
月
二
四
日
。

（
2
）　

石
井
滋
「
雇
員
・
傭
人
制
度
研
究
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
社
学
研
論
集
』
二
三
、
二
〇
一
四

　
　

年
）、
同
「
行
政
機
関
に
お
け
る
雇
員
制
度
成
立
」（『
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
二
一
、
二
〇
一
五

年
）。
池
田
雅
則
「
明
治
の
判
任
文
官
層
」『
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部
・
地
域
ケ
ア
開
発
研
究

所
紀
要
』
二
二
、二
〇
一
五
年
。
な
お
、
雇
員
に
類
似
の
職
と
し
て
「
傭
人
」
が
あ
る
が
、
傭

人
は
主
と
し
て
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
雇
員
に
は
判
任

官
任
用
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
傭
人
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
統
計
な
ど
で
も
、

官
吏
と
雇
員
を
合
算
す
る
例
は
散
見
さ
れ
る
の
に
対
し
、
傭
人
は
常
に
別
扱
い
さ
れ
て
お
り
、

形
式
的
に
は
判
任
官
と
雇
員
の
間
に
大
き
な
差
が
お
か
れ
る
が
、
実
質
的
に
は
雇
員
と
傭
人

の
あ
い
だ
の
差
の
方
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
3
）　

美
濃
部
達
吉
『
日
本
行
政
法　

総
論　

上
巻
』（
一
九
一
九
年
、
有
斐
閣
）、
三
一
三
～

三
一
四
頁
。

（
4
）　

鈴
木
淳
「
官
僚
制
と
軍
隊
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史　

第
一
五
巻　

近
代
一
』、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
）。

（
5
）　

明
治
二
十
六
年
勅
令
第
一
九
七
号
。
以
下
、
法
律
・
勅
令
の
引
用
は
原
則
と
し
て
『
法
令
全

書
』
に
よ
る
。

（
6
）　

一
九
一
八
年
に
文
官
試
験
規
則
に
か
わ
っ
て
定
め
ら
れ
た
高
等
試
験
令
・
普
通
試
験
令
で
は
、

受
験
資
格
か
ら
性
別
の
規
定
が
消
え
、「
中
学
校
卒
業
」
を
原
則
と
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の

註
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学
力
が
認
定
さ
れ
れ
ば
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
学
校
に
進
め
る
の
は

男
性
の
み
で
あ
る
か
ら
、
男
性
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
が
、
女
性
が
文

官
試
験
を
受
験
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
は
、
明

治
大
学
卒
の
渡
邊
美
恵
が
女
性
と
し
て
初
め
て
行
政
科
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
厚
生
省
に

任
官
し
た
（『
読
売
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
）。

（
7
）　

早
川
紀
代
「
帝
国
憲
法
と
女
性
高
等
官
の
存
在
」（
総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
女
性
官
僚
の

歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
女
子
高
等
師
範
学
校
や
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
・

教
諭
に
勅
任
官
・
奏
任
官
待
遇
の
女
性
が
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
宮
内
省

の
女
官
に
も
勅
任
官
・
奏
任
官
の
職
が
あ
る
（
宇
野
勝
子
「
明
治
宮
廷
改
革
と
女
官
」、
同
前

書
）。

（
8
）　

石
井
香
江
『
電
話
交
換
手
は
な
ぜ
「
女
の
仕
事
」
に
な
っ
た
の
か
―
技
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

日
独
比
較
社
会
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
。

（
9
）　

石
井
の
著
書
に
対
す
る
日
本
の
労
働
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
の
検
討
と
し
て
、
榎
一
江

「
書
評　

石
井
香
江
『
電
話
交
換
手
は
な
ぜ
「
女
の
仕
事
」
に
な
っ
た
の
か　

―
技
術
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
日
独
比
較
社
会
史
―
』」（『
歴
史
学
研
究
』
九
八
七
、
二
〇
一
九
年
）
が
い
く
つ
か

の
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
な
お
、
石
井
著
九
八
頁
に
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

の
『
第
三
九
回　

日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
二
六
一
頁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
表
か
ら
、「
通
信
手
」

「
電
話
交
換
手
」「
事
務
」「
集
配
及
逓
送
人
」
の
職
種
別
男
女
人
数
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

石
井
が
「
通
信
手
」
と
し
て
掲
げ
て
い
る
数
値
は
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
で
は
「
技
術
」
職

の
数
値
で
あ
る
。
原
表
の
注
に
は
「
明
治
三
十
六
年
度
乃
至
同
四
十
二
年
度
ニ
於
ケ
ル
男
子

ノ
大
部
分
及
女
子
ノ
全
部
ハ
通
信
手
ナ
リ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
石
井
は
こ
の
原
表
の
注

記
を
根
拠
に
、「
技
術
」
欄
の
数
値
を
「
通
信
手
」
と
読
み
替
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、「
通
信

手
（
電
信
技
手
の
こ
と
）」
と
本
文
に
も
記
し
て
い
る
。「
技
術
」
欄
に
女
性
の
記
載
が
あ
る

の
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
か
ら
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
ま
で
の
期
間
で
あ
る
た
め
、

こ
の
解
釈
に
基
づ
く
表
で
は
、
女
性
電
信
技
手
が
存
在
し
た
の
が
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
九

年
ま
で
の
四
年
間
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
通
信
手
」
は
、

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
の
通
信
官
署
官
制
に
よ
っ
て
「
通
信
書
記
補
」
を
改
称
し
た
職

名
で
あ
り
、
一
九
〇
九
年
の
官
制
改
正
に
お
け
る
郵
便
局
、
電
信
局
、
為
替
貯
金
管
理
所
な

ど
「
通
信
官
署
」
の
最
下
級
の
判
任
官
の
名
称
で
あ
る
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
官

制
改
正
で
「
書
記
補
」
に
戻
さ
れ
た
。「
通
信
手
」
の
名
称
が
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
九
年

に
限
ら
れ
る
と
い
う
注
記
は
そ
の
よ
う
な
官
制
上
の
理
由
に
よ
る
。
石
井
が
依
拠
し
た
『
第

三
九
回　

日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
に
掲
げ
る
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
か
ら
一
九
〇
九
（
明

治
四
二
）
年
ま
で
の
女
性
「
技
術
」
職
員
の
数
値
は
、
各
年
度
の
『
逓
信
省
年
報
』
の
数
値

と
比
較
す
る
と
、
一
・
二
等
郵
便
局
・
電
話
局
所
属
の
女
性
「
通
信
手
」
数
と
一
致
し
て
お
り
、

す
な
わ
ち
一
・
二
等
郵
便
局
・
電
話
局
所
属
の
女
性
判
任
官
の
数
値
と
解
釈
す
る
の
が
正
し

く
、
そ
の
職
務
内
容
は
事
務
・
電
信
・
電
話
交
換
の
い
ず
れ
で
も
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
石
井

の
錯
誤
で
あ
る
以
前
に
、
大
正
一
〇
年
段
階
で
の
『
帝
国
統
計
年
鑑
』
編
纂
者
が
「
通
信
手
」

と
い
う
語
の
意
味
を
正
確
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
故
の
錯
誤
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　

石
井
香
江
、
註
8
前
掲
書
、
四
四
頁
。

（
11
）　

い
わ
ゆ
る
「
職
業
婦
人
」
に
つ
い
て
は
、
村
上
信
彦
『
大
正
期
の
職
業
婦
人
』（
ド
メ
ス
出

版
、
一
九
八
三
年
）、
田
崎
宣
義
「
女
性
労
働
の
諸
類
型
」（
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本

女
性
生
活
史　

第
四
巻　

近
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
〇
年
）
に
概
観
が
あ
る
。
村
上
、

田
崎
と
も
に
女
性
の
低
賃
金
性
と
社
会
的
蔑
視
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
男
性
が
お
こ
な
っ

て
い
た
仕
事
を
女
性
が
お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
場
合
、
そ
の
仕
事
の
労
働
条
件
そ
の
も
の
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
男
女
を
通
じ
て
論
じ
て
は
い
な
い
。

（
12
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
清
水
唯
一
朗
『
政
党
と
官
僚
の
近
代
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

同
『
近
代
日
本
の
官
僚
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
。
若
月
剛
史
『
戦
前
日
本
の
政
党
内
閣

と
官
僚
制
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。

（
13
）　

池
田
、
註
2
前
掲
論
文
。

（
14
）　

石
井
滋
、
註
2
前
掲
論
文
。
な
お
、
逓
信
省
の
官
吏
と
雇
員
に
つ
い
て
は
、
若
月
、
註
12

前
掲
書
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
逓
信
省
の
現
業
職
員
の
待
遇
に
触
れ
て
お
り
、
佐
藤
美
弥

「『
我
等
の
ニ
ュ
ー
ス
』
に
み
る
雇
員
・
傭
人
の
文
化
」（『
歴
史
評
論
』
七
三
七
、
二
〇
一
一
年
）

が
一
九
三
〇
年
代
代
の
官
吏
減
俸
反
対
運
動
の
な
か
で
の
逓
信
省
雇
員
の
行
動
と
意
識
を
論

じ
て
い
る
が
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
日
露
戦
後
か
ら
第
一
世
界
大
戦
期
に
つ
い
て
は
主
た
る

考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

（
15
）　

菅
山
真
次
『「
就
社
」
社
会
の
誕
生
―
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
か
ら
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
へ
』
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
。

（
16
）　

加
藤
智
康
「
明
治
期
の
東
京
市
職
員
」（『
社
会
経
済
史
学
』
七
五
―
四
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
17
）　

千
本
暁
子
「
日
本
に
お
け
る
性
別
役
割
分
業
の
形
成
」（『
制
度
と
し
て
の
〈
女
〉』
平
凡
社
、

一
九
九
〇
年
）、
一
九
四
頁
。

（
18
）　
『
逓
信
事
業
史　

第
一
巻
』（
一
九
四
〇
年
、
逓
信
協
会
）
五
一
～
五
三
頁
。

（
19
）　

伏
見
岳
人
『
近
代
日
本
の
予
算
政
治　

一
九
〇
〇
―
一
九
一
四　

桂
太
郎
の
政
治
指
導
と
政

党
内
閣
の
確
立
過
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
二
九
頁
。

（
20
）　
『
逓
信
公
報
令
達
類
篇　

第
一
四
ノ
下
』（
一
九
〇
〇
年
）、
四
二
二
頁
。

（
21
）　
『
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
令
達
類
纂
』（
一
九
〇
三
年
）、
二
四
頁
。

（
22
）　

註
21
前
掲
史
料
、
一
七
三
頁
。

（
23
）　

註
21
前
掲
史
料
、
一
八
頁
。

（
24
）　
『
逓
信
公
報
』
第
五
〇
六
八
号
（
郵
政
博
物
館
資
料
セ
ン
タ
ー
収
蔵
）。

（
25
）　
『
郵
便
貯
金
局
郵
便
貯
金
事
務
史　

第
二
編
』（
一
九
一
〇
年
）
二
四
八
頁
～
二
五
五
頁
。

（
26
）　
『
官
制
・
任
用
・
服
務
・
官
等
・
俸
給
・
諸
給
・
賞
罰
・
式
典
沿
革
概
要
』（
逓
信
大
臣
官
房

秘
書
課
、一
九
三
四
年
）
一
五
五
頁
。
当
該
史
料
の
存
在
は
若
月
剛
史
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

（
27
）　

杉
浦
勢
之
「
大
衆
的
零
細
貯
蓄
機
関
と
し
て
の
郵
便
貯
金
の
成
立
」（『
社
会
経
済
史
学
』
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五
二
―
四
、一
九
八
六
年
）。
同
「
日
露
戦
後
の
郵
便
貯
金
の
展
開
と
貯
蓄
奨
励
政
策
」（『
社

会
経
済
史
学
』
五
六
―
一
、
一
九
九
〇
年
）。
田
中
光
『
も
う
一
つ
の
金
融
シ
ス
テ
ム　

―
近

代
日
本
と
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
28
）　
「
公
文
雑
纂
」
明
治
三
十
九
年
・
第
三
十
八
巻
・
逓
信
省
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
纂

01007100

。

（
29
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
九
年
七
月
一
六
日
。

（
30
）　

官
吏
恩
給
法 （
明
治
二
三
年
六
月
二
一
日
法
律
第
四
三
号
）。

（
31
）　

文
官
判
任
以
上
ノ
者
退
官
賜
金
ノ
件  （
明
治
二
三
年
六
月
二
一
日
勅
令
第
九
八
号
）。

（
32
）　

註
24
前
掲
史
料
。

（
33
）　

明
治
三
六
年
一
二
月
五
日
勅
令
第
二
六
八
号
。

（
34
）　
「
公
文
類
聚
」
第
十
四
編
・
明
治
二
十
三
年
・
第
六
巻
・
官
職
三
・
職
制
章
程
三
、
国
立
公

文
書
館
所
蔵
、
類00452100

。

（
35
）　

明
治
二
十
年
七
月
二
五
日
勅
令
第
三
七
号
。

（
36
）　

清
水
、
註
12
前
掲
書
。

（
37
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
九
年
七
月
二
五
日
。

（
38
）　
『
帝
国
画
報
』
第
二
年
一
〇
号
、
一
九
〇
六
年
。

（
39
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
六
年
七
月
二
七
日
。

（
40
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
六
年
七
月
三
〇
日
。

（
41
）　
『
逓
信
省
年
報　

第
二
十
一
』（
一
九
〇
八
年
）。

（
42
）　

落
合
浪
雄
『
女
子
職
業
案
内
』（
一
九
〇
三
年
、
大
学
館
）。

（
43
）　

註
41
前
掲
史
料
、
一
七
〇
頁
。

（
44
）　

註
25
前
掲
史
料
、
二
五
〇
頁
。

（
45
）　

註
34
前
掲
史
料
。

（
46
）　
「
為
替
貯
金
局
の
判
任
官
」『
婦
人
之
友
』
七
―
一
一
、
一
九
一
三
年
。

（
47
）　

註
25
前
掲
史
料
、
二
四
二
頁
。

（
48
）　

郵
政
資
料
セ
ン
タ
ー
収
蔵
。

（
49
）　

竹
内
乙
彦
、
溝
江
清
『
そ
ろ
ば
ん
物
語
』（
一
九
四
三
年
、
同
文
会
出
版
部
）。

（
50
）　

註
25
前
掲
史
料
。

（
51
）　

明
治
三
六
年
一
二
月
四
日
勅
令
第
二
六
八
号
。

（
52
）　
「
当
世
女
判
任
官　

郵
便
貯
金
局
の
二
天
才
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
二
年
一
〇
月

一
三
日
）。

（
53
）　
『
郵
便
貯
金
局
事
業
功
程
概
要
報
告　

明
治
四
二
年
』（
一
九
一
〇
年
）。

（
54
）　

春
陽
『
自
活
の
出
来
る
女
子
の
職
業
』（
洋
光
社
出
版
部
、
一
九
一
七
年
）
九
六
～
九
七
頁
。

（
55
）　
『
成
功
』
六
―
一
、
付
録
、
一
九
〇
五
年
。

（
56
）　

明
治
三
九
年
八
月
八
日
勅
令
第
二
一
六
号
。

（
57
）　
『
現
代
女
子
職
業
読
本
』（
経
済
知
識
社
、
一
九
三
五
年
）
六
頁
～
一
一
頁
。

（
58
）　

三
木
を
美
喜
「
珠
算
一
筋
」（『
逓
信
協
会
雑
誌
』
七
六
六
、
一
九
七
五
年
）。

（
59
）　

同
上
。

（
60
）　

同
上
。

（
61
）　

三
木
を
美
喜
「
感
想
」（『
逓
信
協
会
雑
誌
』
二
八
五
、
一
九
三
二
年
）。

（
62
）　

註
58
前
掲
史
料
。

（
63
）　

註
52
前
掲
史
料
。

（
64
）　
『
職
員
録　

明
治
四
十
四
年　

甲
』。

（
65
）　

註
58
前
掲
史
料
。

（
66
）　

註
58
前
掲
史
料
。

（
67
）　
「
お
か
あ
さ
ん
の
百
年
史　

ソ
ロ
バ
ン
で
判
任
官
」『
読
売
新
聞
』
昭
和
四
三
年
一
月
二
三
日
、

当
該
記
事
に
つ
い
て
は
、
三
木
を
美
喜
の
孫
に
あ
た
る
三
木
修
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
68
）　
『
職
員
録　

大
正
十
一
年
』、『
職
員
録　

大
正
十
二
年
』。

（
69
）　
『
婦
人
倶
楽
部
』
一
二
巻
七
号
、
一
九
三
一
年
。

（
70
）　

若
月
、
註
12
前
掲
書
。
佐
藤
、
註
14
前
掲
論
文
。

（
71
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
五
月
二
四
日
夕
刊
。

（
72
）　

二
〇
一
九
年
八
月
一
日
、
三
木
修
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
73
）　
『
昭
和
六
年
九
月
一
日
現
在　

貯
金
局
職
員
録
』。

（
74
）　

原
簿
の
班
は
担
当
地
域
別
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

（
75
）　

註
58
前
掲
史
料
。

（
76
）　

註
58
前
掲
史
料
。

（
77
） 　

二
〇
一
九
年
八
月
一
日
、
三
木
修
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
78
）　
『
郵
便
為
替
事
業
八
十
年
史
』（
郵
政
省
貯
金
局
、
一
九
五
七
年
）。

（
79
）　

千
本
、
註
17
前
掲
論
文
。

（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
九
月
二
四
日
審
査
終
了
）

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
三
木
を
美
喜
の
孫
に
あ
た
る
三
木
修
氏
、
修
氏
の
母
・

三
木
政
子
氏
、
修
氏
の
妻
・
三
木
カ
ツ
子
氏
よ
り
情
報
提
供
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若

月
剛
史
氏
よ
り
種
々
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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Female Employees and Officials of the Ministry of Post and 
Telecommunications in Japan : The Cases of the Savings Department 
from 1900 to 1918

MATSUZAWA Yusaku

The female officials in the savings department of the Ministry of Posts and Telecommunications 

is one of the few examples of female officials in prewar Japan. Initially, these women were hired as 

temporary employees （yatoi）, but some of them were later promoted to lower-level officials （Han’nin-

kan）. In this paper, I have clarified the background to the decision to hire women, their working 

conditions, promotion, salary increases, and years of service, covering the period from 1900, when 

the hiring of women began, to the First World War Period. In addition, I traced the life course of Miki 

（Shimizu） Omiki, who was hired during this period and later became famous for her excellent skills 

in calculation.

As a result, it became clear that the purpose of hiring women in the savings department after 

the Russo-Japanese War was to obtain low-wage clerical staf f amid the trend of administrative 

reorganization. The results also revealed that the Ministry of Posts and Telecommunications intended 

to provide incentives to women by promoting them to official positions as the demand for female 

clerical workers increased in the private sector.

On the other hand, although the Ministry wanted long-term employment, it is estimated that 

the length of service rarely exceeded about 10 years. Marriage was often cited as a reason for this. 

However, considering that the length of service of male employees and lower-ranking officials was 

about the same, and that the clerical labor market was fluid at the time, it would be a gender-biased 

stereotype to focus solely on marriage as a reason.

In addition, the speed of salary increases and promotions for women was slower than for men, and 

competition was fierce. One example of a long-service employee who survived the competition was 

Miki Omiki, who married a official at the same workplace and continued to work even after giving 

birth. In this case, her husband's mother was in charge of housework and childcare. It is an issue for 

future research to examine such family type of three generations living together, where both husband 

and wife are employed workers.

Key Words : the Ministry of Posts and Telecommunications, Postal Savings, Special Appointments 

women clerical staff,  Abacus


